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（
1
）
 
 
 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
谷
森
善
臣
旧
蔵
の
私
撰
集
『
復
業
和
歌
集
』
 
（
以
下
『
後
葉
集
』
 
と
呼
ぶ
）
 
に
、
源
実
朝
の
歌
が
二
七
六
首
収
 
 

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
歌
数
の
点
で
は
、
入
集
歌
人
の
第
一
位
で
あ
る
。
第
二
位
の
藤
原
長
径
が
六
六
首
、
第
三
位
の
藤
原
定
 
 

家
が
六
一
首
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
か
ら
、
実
朝
歌
の
入
集
数
は
格
別
に
多
い
。
こ
れ
だ
け
の
入
集
歌
数
は
、
そ
れ
ら
の
歌
と
実
朝
 
 

の
詠
歌
、
特
に
実
朝
の
家
集
『
金
塊
和
歌
集
』
 
（
以
下
『
金
塊
集
』
 
と
呼
ぶ
）
 
の
本
文
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
「
金
塊
集
』
 
の
本
 
 

文
流
伝
の
中
の
ど
の
よ
う
な
本
文
が
 
『
後
葉
集
』
 
に
採
ら
れ
た
か
と
い
う
、
実
朝
の
私
家
集
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
流
伝
と
の
関
係
を
 
 

把
握
す
る
た
め
に
は
、
十
分
な
数
で
あ
る
。
 
 
 

本
稿
は
、
『
後
葉
菜
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
を
、
管
見
に
入
っ
た
『
金
塊
集
』
諸
伝
本
所
載
の
実
朝
詠
歌
の
本
文
と
比
較
検
討
す
 
 

る
こ
と
で
、
そ
の
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
拠
っ
て
、
『
金
椀
集
』
諸
系
統
や
諸
伝
本
の
本
文
の
流
伝
を
解
明
す
る
こ
と
 
 

を
目
的
と
す
る
。
 
 

た
だ
、
『
後
葉
集
』
の
成
立
事
情
が
さ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い
点
で
、
本
稿
の
検
討
の
意
義
に
問
題
が
無
く
も
な
い
。
『
図
書
寮
叢
刊
』
 
 
 

谷
森
本
『
後
葉
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
吟
味
か
ら
 
 

1
弓
貞
享
四
年
版
本
系
統
『
金
塊
和
歌
集
』
 
の
本
文
流
伝
の
問
題
へ
 
 犬

 
井
 
善
 
毒
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〕
芯
†
爪
 
 

の
 
『
後
葉
和
歌
集
』
 
の
「
解
題
」
 
に
お
い
て
、
 
 

撰
者
・
成
立
時
点
は
未
詳
で
あ
る
が
、
入
集
歌
人
な
ど
か
ら
み
て
室
町
初
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 

『
後
葉
集
』
 
の
成
立
時
期
は
、
こ
の
宝
徳
二
年
三
月
か
ら
長
禄
二
年
よ
り
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
‥
‥
…
＝
 

（
3
）
 
 

と
さ
れ
、
F
〉
和
歌
大
辞
典
』
 
の
こ
の
集
の
項
に
お
い
て
、
小
池
一
行
氏
が
、
 
 

撰
者
未
詳
。
入
集
歌
人
な
ど
に
よ
り
室
町
前
期
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
…
…
・
‥
室
町
初
期
の
尭
孝
・
飛
鳥
井
雅
永
ら
に
至
 
 

る
七
九
四
名
、
総
歌
数
三
三
六
五
首
（
谷
森
本
）
 
を
収
め
る
。
撰
集
資
料
と
し
て
文
明
二
l
彗
コ
頃
成
立
の
和
歌
題
林
愚
抄
や
、
 
 

金
塊
集
・
新
薬
集
に
依
拠
す
る
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
 
 

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
撰
者
は
不
明
、
成
立
時
期
も
、
室
町
時
代
の
初
期
あ
る
い
は
前
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
尤
 
 

，
 
 

も
、
三
村
晃
功
氏
は
、
『
復
業
集
一
』
 
が
 
『
寒
林
愚
抄
』
 
に
依
拠
し
て
撰
集
さ
れ
た
と
し
、
そ
の
 
『
題
林
愚
抄
』
 
の
成
立
時
期
を
、
集
 
 

付
と
 
『
権
大
僧
都
心
敬
集
』
 
の
奥
書
記
事
と
に
よ
り
、
文
安
四
年
 
（
一
四
四
七
）
 
八
月
十
一
日
か
ら
応
仁
元
年
 
（
一
四
六
七
）
 
八
月
 
 

三
十
日
ま
で
の
間
と
推
定
し
て
、
三
後
葉
集
』
 
は
応
仁
元
年
八
月
三
十
日
以
降
に
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
さ
れ
よ
う
」
と
 
 

さ
れ
、
本
稿
の
話
題
と
も
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
の
だ
が
、
『
後
葉
集
』
 
と
 
『
金
塊
集
』
 
の
関
係
に
触
れ
て
、
『
金
塊
集
』
貞
享
本
系
 
 

統
の
編
者
「
柳
宮
亜
椀
」
 
（
将
軍
に
し
て
大
納
言
）
 
を
足
利
義
政
と
す
る
説
に
賛
意
を
表
し
て
、
そ
の
義
政
が
大
納
言
で
あ
っ
た
宝
 
 

徳
二
年
 
（
一
四
五
〇
）
 
三
月
か
ら
長
禄
二
年
 
（
一
四
五
八
）
 
の
間
に
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
ゝ
が
成
立
し
た
と
し
、
 
 

諸
先
覚
の
御
指
 
 

摘
の
あ
っ
た
時
期
に
近
い
、
室
町
前
期
の
末
ご
ろ
と
想
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
興
味
深
い
御
発
言
で
あ
る
が
、
F
、
後
葉
集
』
 
を
検
討
し
て
 
『
金
塊
集
』
 
を
論
じ
る
こ
と
に
な
る
本
稿
と
し
て
 
 

は
、
『
金
塊
集
』
 
を
検
討
し
て
 
『
後
葉
集
』
成
立
を
論
じ
ら
れ
る
三
村
氏
説
は
、
論
証
の
手
続
と
し
て
、
そ
れ
に
拠
る
わ
け
に
行
か
 
 

な
い
。
そ
の
御
説
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。
 
 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
後
葉
集
』
 
の
成
立
事
情
は
確
定
的
な
と
こ
ろ
が
未
だ
判
明
し
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
本
稿
の
検
討
の
結
果
得
 
 

ら
れ
る
結
論
も
、
幅
を
持
た
せ
て
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
こ
れ
で
、
実
朝
歌
の
本
文
や
『
金
機
業
』
 
の
本
文
 
 

を
考
え
る
上
で
、
無
意
味
な
検
討
で
も
あ
る
ま
い
。
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現
在
所
在
が
知
ら
れ
る
 
『
後
葉
集
．
巴
 
の
伝
本
は
、
『
図
書
寮
叢
刊
 
後
葉
和
歌
集
』
 
の
「
解
題
」
 
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
 
 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
 
谷
森
善
臣
旧
蔵
本
 
 

島
原
松
平
文
庫
蔵
本
 
 

東
京
大
字
国
文
学
研
究
室
蔵
 
本
居
文
庫
本
 
 

の
三
本
で
あ
る
。
「
書
写
年
次
は
松
平
文
庫
・
谷
森
本
・
本
居
文
庫
本
の
順
、
書
写
形
態
は
谷
森
本
と
松
平
文
庫
本
が
等
し
く
本
居
 
 

人
2
）
 
 

文
庫
本
の
み
が
異
形
、
和
歌
の
異
同
は
松
平
文
庫
本
と
本
居
文
庫
本
と
が
近
い
」
由
で
、
三
本
の
間
で
歌
の
出
入
り
や
本
文
異
同
が
 
 

少
々
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
松
平
本
と
本
居
文
庫
本
は
稿
者
は
未
調
査
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
調
査
を
終
え
た
谷
森
本
に
よ
っ
 
 

て
検
討
を
加
え
る
。
な
お
、
調
査
は
、
『
図
書
寮
叢
刊
 
後
葉
和
歌
集
』
 
に
よ
り
、
誤
植
等
を
訂
正
し
て
検
討
す
る
。
 
 
 

ま
た
、
稿
者
が
調
査
し
た
 
『
金
塊
集
』
 
の
伝
本
は
、
以
下
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
金
塊
集
』
 
の
諸
本
は
、
 
 

そ
の
所
載
歌
の
違
い
、
部
類
の
違
い
、
歌
の
部
類
配
置
の
違
い
、
歌
の
配
列
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て
、
藤
原
定
家
が
部
分
的
に
書
写
 
 

し
、
定
家
が
、
「
建
暦
三
年
十
l
一
月
十
八
日
」
と
い
う
奥
書
を
記
し
て
い
る
伝
本
の
本
文
の
系
統
（
本
稿
で
は
「
定
家
本
系
統
」
 
と
 
 

呼
ぷ
）
、
『
群
書
類
従
』
巻
二
三
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
本
文
で
、
定
家
本
系
統
本
文
か
ら
一
〇
首
の
歌
が
欠
け
る
が
、
末
尾
に
 
「
一
 
 

本
及
印
本
所
載
歌
」
六
二
百
を
付
載
す
る
本
文
の
系
統
（
本
稿
で
は
「
類
従
本
系
統
」
 
と
呼
ぷ
）
、
「
柳
営
東
棟
」
 
の
編
に
な
り
、
貞
 
 

享
四
年
 
（
一
六
八
七
）
 
に
版
行
さ
れ
た
版
本
の
本
文
の
系
統
（
本
稿
で
は
 
「
貞
享
本
系
統
」
 
と
呼
ぷ
）
 
の
三
系
統
に
大
別
で
き
る
。
 
 

そ
の
三
系
統
分
類
に
従
っ
て
、
こ
こ
に
提
示
す
る
。
ま
た
、
賀
茂
真
淵
が
貞
享
本
系
統
本
文
に
評
語
を
加
え
た
諸
写
本
は
、
貞
享
本
 
 

系
統
の
中
の
 
「
真
淵
評
語
本
」
 
と
し
て
整
理
し
て
お
く
。
な
お
、
各
伝
本
の
略
号
を
仮
に
定
め
、
以
下
の
本
稿
に
お
い
て
は
、
各
々
 
 

の
略
号
を
以
て
各
伝
本
を
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

定
家
本
系
統
 
 

定
家
 
松
岡
忠
良
氏
蔵
 
藤
原
定
家
所
伝
本
 
（
岩
波
書
店
刊
。
複
製
本
）
 
 

函
館
 
函
館
市
立
図
書
館
蔵
本
 
（
新
興
社
刊
。
複
製
本
）
 
 

内
甲
 
内
閣
文
庫
蔵
 
（
二
〇
一
・
四
五
五
）
 
本
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彰
考
 
彰
考
館
文
庫
蔵
 
（
巳
一
四
）
 
本
 
 
 

松
平
 
島
原
松
平
文
庫
蔵
本
 
 
 

類
従
本
系
統
 
 
 

類
従
 
架
蔵
 
群
書
類
従
元
版
 
巻
二
三
二
所
収
本
 
 
 

犬
井
 
架
蔵
 
群
書
意
従
系
写
本
 
 
 

貞
享
本
系
統
 
 
 

貞
享
 
架
蔵
 
貞
享
四
年
版
 
（
北
村
四
郎
兵
衛
板
行
）
 
本
 
 
 

高
松
 
高
松
宮
家
旧
蔵
本
 
 
 

神
宮
 
神
宮
文
庫
蔵
本
 
 
 

青
山
 
篠
山
鳳
鳴
高
校
蔵
 
青
山
文
庫
本
 
 

書
陵
 
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
五
〇
一
・
七
二
〇
）
 
本
 
 

内
乙
 
内
閣
文
庫
蔵
 
（
二
〇
一
・
四
五
六
）
 
本
 
 
 

上
田
 
上
田
図
書
館
蔵
 
藤
羞
文
庫
本
 
真
淵
評
語
本
 
 
 

筑
波
 
筑
波
大
字
附
属
図
書
館
蔵
本
 
真
淵
評
語
本
 
 
 

初
雁
 
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
 
初
雁
文
庫
本
 
真
淵
評
語
本
 
 
 

玉
里
 
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
玉
里
文
庫
本
 
真
淵
評
語
本
 
 
 

森
 
 
大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
森
文
庫
本
 
真
淵
評
語
本
 
 
 

V
▲
ヾ
爪
 
 
 

本
稿
の
調
査
は
、
数
多
く
伝
わ
る
『
金
椀
集
』
諸
伝
本
の
中
の
ご
く
一
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
概
ね
の
方
向
は
把
え
得
た
の
で
、
 
 

こ
こ
に
報
告
を
試
み
る
。
な
お
、
前
述
の
と
お
り
、
三
村
氏
が
、
『
金
椀
集
』
 
と
の
関
連
に
お
い
て
 
雪
後
葉
集
』
 
の
成
立
を
検
討
し
 
 

て
お
ら
れ
る
。
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
に
つ
い
て
追
求
す
る
本
稿
で
は
あ
る
が
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
が
は
な
は
だ
大
き
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国
 
 

最
初
に
、
甲
．
後
葉
集
』
 
に
載
る
実
朝
歌
を
確
認
し
、
そ
の
歌
数
や
詠
者
名
表
記
、
各
歌
の
 
『
金
塊
集
』
諸
伝
本
や
他
歌
集
等
に
お
 
 

け
る
所
収
状
況
を
整
理
し
て
お
く
。
 
 
 

次
貢
以
下
に
掲
げ
る
「
後
葉
和
歌
集
所
載
実
朝
歌
 
歌
番
号
対
照
表
」
が
、
調
査
の
結
果
を
歌
番
号
を
以
て
一
覧
表
に
整
理
し
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
後
葉
集
』
 
で
は
、
『
図
書
寮
叢
刊
上
 
の
「
解
題
」
 
に
「
一
人
の
歌
人
が
何
種
類
か
の
異
な
っ
た
表
記
を
さ
れ
」
る
こ
と
が
あ
る
 
 

と
指
摘
す
る
と
お
り
で
、
実
朝
歌
は
、
「
実
朝
卿
」
「
実
朝
公
」
「
鎌
倉
右
大
臣
」
と
い
う
三
種
頬
の
詠
者
名
表
記
に
よ
っ
て
、
二
七
 
 

二
言
、
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
詠
著
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
卿
」
「
公
」
「
右
」
 
の
略
号
を
以
て
示
す
。
ま
た
、
二
首
の
実
朝
 
 

詠
歌
が
、
「
京
極
太
政
大
臣
」
 
つ
ま
り
藤
原
点
経
の
歌
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
 
（
七
九
・
八
〇
番
）
。
ま
た
、
七
四
六
番
は
、
「
や
 
 

ま
ぶ
き
を
折
て
よ
め
る
」
 
の
詞
書
（
七
四
四
番
）
 
の
も
と
、
七
四
四
番
の
「
実
朝
卿
」
 
の
詠
者
名
と
「
同
」
と
し
て
掲
載
を
示
さ
れ
 
 

て
い
る
が
、
歌
が
欠
け
て
い
る
。
そ
れ
に
、
四
四
三
番
と
四
六
八
番
、
一
六
六
一
番
と
一
六
九
一
番
は
、
同
一
歌
の
重
出
で
あ
る
。
 
 

以
上
を
整
理
し
た
都
合
二
七
六
首
 
（
実
数
二
七
三
首
）
 
の
実
朝
歌
に
、
贈
答
歌
の
他
人
答
歌
 
（
三
二
一
六
番
・
素
邁
歌
）
 
を
加
え
て
 
 

一
覧
表
の
基
幹
と
す
る
。
 
 
 

対
す
る
 
『
金
塊
集
』
 
は
、
貞
享
本
系
統
の
貞
享
四
年
版
本
と
定
家
本
系
統
の
定
家
所
伝
本
を
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
代
表
伝
本
と
し
 
 

■
 
 

て
、
そ
の
歌
番
号
よ
っ
て
各
々
の
歌
の
所
載
の
示
し
、
×
印
に
よ
っ
て
不
載
を
示
す
。
各
系
統
の
内
部
に
お
い
て
諸
伝
本
の
間
で
歌
 
 

の
出
入
り
や
歌
順
の
相
違
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
は
必
要
に
応
じ
て
後
に
触
れ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
代
表
伝
本
の
歌
番
号
 
 

を
掲
げ
て
、
大
概
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
類
従
本
系
統
は
基
本
的
に
は
定
家
本
系
統
本
文
で
あ
る
た
め
、
こ
の
対
照
表
で
は
、
 
 

定
家
本
系
統
に
は
載
ら
ず
頬
従
本
系
統
に
載
る
歌
の
み
、
つ
ま
り
類
従
本
系
統
の
「
一
本
及
印
本
所
載
歌
」
 
の
み
、
仮
に
付
し
た
類
 
 

従
本
の
歌
番
号
に
よ
っ
て
、
「
そ
の
他
・
注
」
欄
に
示
す
こ
と
に
す
る
。
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l  

春        八 七 二 八 セ セ セ 六五 五 五 二  上  七 六 九 ○ 九五 四 一三 二 一 一 三  右脚右同京々 右右々 々 公同右  詠  極  太    政   
大   
臣   名  

六八 四 六五 四 三 九二→○八二   貞  金  

＊ ＊ ＊  ＊  

椀  

五 五 五  五  → 四 三 三 二 二 二 三   1集  

五 九 六八 四○ 九七二○一 六二   

東秋玉夫  夫夫  新  
撰風葉木 木木   
六二四四 四九   勅  そ   
帖三五0 0一   
一 ・六 セニ   

○  の   
六 万   ナ什   

代  六   他   
八  人  
七  撰   頬  三従・   

′＼   

本  

肇  勅注   

私   

撰  集   
等  

ま
た
、
そ
の
歌
が
諸
勅
撰
集
・
諸
私
撰
集
に
も
載
る
場
合
、
参
考
の
た
め
に
、
「
そ
の
他
・
注
」
欄
に
提
示
す
る
。
掲
載
に
あ
た
っ
 
 

て
は
、
判
別
で
き
る
程
度
の
略
称
で
そ
の
歌
集
の
名
称
を
示
し
、
そ
の
歌
番
号
を
添
え
る
。
そ
の
調
査
は
、
概
ね
、
『
新
編
国
歌
大
 
 

観
』
等
、
公
刊
の
あ
る
本
文
に
拠
っ
て
い
る
。
 
 

後
葉
和
歌
集
所
載
実
朝
歌
 
歌
番
号
対
照
表
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二
三
二
 
 
 

二
八
二
 
 
 

二
八
三
 
 
 

二
九
八
 
 
 

二
九
九
 
 
 

三
一
六
 
 
 

三
一
七
 
 
 

三
丁
八
 
 
 

三
二
五
 
 
 

三
二
七
 
 
 

三
二
八
 
 
 

三
二
九
 
 
 

三
五
七
 
 
 

四
四
三
 
 

（
四
六
八
）
 
 
 

四
五
五
 
 
 

四
五
六
 
 
 

四
六
四
 
 
 

四
六
六
 
 
 

四
六
七
 
 
 

四
六
八
 
 

（
四
四
三
）
 
 

同同公右同右  右公同同右右同 々 右同右同郷右  

五 五 五 五 五 五  
九 七 五 三二 一  

五 四 四 四 四 二三 二 二 二 二 二 二 二  
九 四 二三一五○六 四 八 三二 九○  

＊
五
三
八
 
 

三
七
 
 
 

一
一
 
 
 

一
八
 
 

三
八
 
 

四
〇
 
 

×
 
 

五 六 四 匹 四 四  五 一二二  三 三  
四 八 九七 六 五  四 九 五 四 × 六 一  

猿
六
五
四
 
 

夫
木
六
九
一
 
 

類
六
五
六
・
続
拾
四
二
・
東
撰
六
帖
一
二
二
 
 

新
勅
一
三
〇
六
 
 

東
摸
六
帖
類
従
本
七
一
 
 

万
代
三
一
四
二
 
 

四
四
三
二
重
出
 
 
 

新
後
一
一
〇
 
 

四
六
八
二
重
出
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春  
六五 五 五五 五五 五 五  五 五 五五 五 五 五 四 四 四 匹‡四  
八 セ セ セ 四 四 四 四 四 下 三 三 二二 二 一 一八 セ セ セ セ  
六五 四 三 七 六五 四 三  四 三 二 一 ⊂）九 八 ⊂）九 八 四 三  

卿 同 同 公 々 々 同 同右  同 公 同 同 同 同 右 々 々 右々 右  

C）九 九 九 九八 八 八 八  
四 五 四 三（〕九八 六五  

八 八 八八 八 セ 七大六六 六 六  
四 三 二 一 ○ 八 上 土 六五 四 三  

＊ ＊ ＊  
五 五 五  

セ 上 土 九八八八 四 四 四 六六  
九 七 六 三 五七八 六 四 五 一 二  

五六 九六 八 九 九八 七  
六五五六九○一一八  

類
六
五
七
 
 

索
漠
六
帖
五
八
・
夫
木
一
九
二
九
 
 

東
撰
六
帖
五
三
・
夫
木
二
五
二
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夏  
八 八 八 八 八 八 八 セ  セセ 上 土 セ セ セ セ セ セ 六 六 六  
六 六 五 五 五 一 一 七 上 五五 四 四 四 三三 三 三 二 九 九 八   三 二  七 六   一 二 一 八  四 三 大 五 四 七 六 五 ○ 九 三 ニ セ  

同右々 々 公同右右  々 右同 同細々 同右々 右同右同   

四
一
 
 
 

四
四
 
 
 

四
三
 
 

九
六
 
 
 

九
七
 
 

一
〇
六
 
 

×
 
 

一
〇
二
 
 

一
〇
〇
 
 
 

九
八
 
 

一
一
〇
 
 

一
〇
九
 
 

一
一
七
 
 

×
 
 

×
 
 

一
二
三
 
 

一
二
一
 
 

一
二
〇
 
 

一
二
四
 
 

一
三
〇
 
 

類
六
六
四
 
 

類
六
六
五
 
 

夫
木
二
八
七
一
 
 
 

夫
木
二
〇
四
六
 
 

歌
ヲ
欠
ク
。
 
 

万
代
四
五
七
・
銃
後
撰
一
六
〇
 
 

万
代
一
八
六
・
夫
木
一
八
〇
七
 
 

玉
葉
一
一
三
・
東
撰
六
帖
類
従
本
二
六
四
 
 

夫
木
一
七
六
九
 
 

天
木
二
〇
四
七
 
 

新
勅
一
二
八
・
州
六
人
撰
一
三
二
 
 

類
六
六
〇
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秋一 一 一 夏 一   
一 一一  （⊃ 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 八 八 八 八  

上 九八七下二九 九上 土六大六 四 三三00セセセセ   
五 一 三  八 五 四 八 七 玉 田 三 ○ 九 八 六五 五 四 三 二  

右公右  右同右 々 右々 々 右 々 々 公 同右 々 々 々 右  

一
四
五
 
 

一
四
六
 
 

一
四
七
 
 

一
四
八
 
 

一
四
九
 
 

一
五
〇
 
 

一
五
一
 
 

一
五
二
 
 

一
五
四
 
 

一
五
五
 
 

一
五
大
 
 

一
五
七
 
 

一
五
八
 
 

一
五
九
 
 

一
六
〇
 
 

〓
ハ
一
 
 

一
六
三
 
 

一
七
一
 
 

一
六
六
 
 

一
六
七
 
 

一
四
四
 
 

一
四
五
 
 

×
 
 

一
四
三
 
 

一
二
五
 
 

一
二
七
 
 

一
二
八
 
 

一
三
五
 
 

一
三
七
 
 

一
二
六
 
 
 

1
 
 

一
三
八
 
 

一
二
九
 
 

一
四
一
 
 

一
三
九
 
 
 

l
四
〇
 
 

一
三
二
 
 

×
 
 

＊
五
五
一
 
 

一
四
六
 
 

新
後
二
〇
九
 
 

続
拾
五
四
七
 
 

東
撰
六
帖
一
l
l
六
 
 

類
六
」
ハ
九
 
 

夫
木
二
八
七
〇
 
 

頸
六
六
七
 
 

風
雅
三
三
二
 
 

万
代
六
一
三
・
委
棄
三
一
三
 
 

類
六
六
六
 
 

10   
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六六六六六六六六六六四四四四四四四四四四四三  
九八八八八セ上土九六九九九九一一00000九  
○九ノ＼七六八七四一一七六五四七六九八七六五○  

々 々 同同右同右右  右々 々 々 右々 右々 々 々 々 右右  

一九 九九 九八八 九八八八八八  
二九八七六二一三八七六五○  

二
〇
三
 
 

二
〇
四
 
 

二
〇
五
 
 

二
〇
七
 
 

二
〇
八
 
 

二
〇
九
 
 

二
一
〇
 
 

二
一
一
 
 

七 八七 八八 五 八七  
五八／＼二三一 九九  

八セセ六六六六六  六五六 五  
六一○九八二三五 × 一九○五  

新
統
三
四
七
・
万
代
七
七
九
 
 
 

夫
木
四
〇
一
七
 
 

夫
木
四
〇
一
八
 
 

玉
葉
四
八
六
。
一
六
九
一
二
重
出
 
 

類
六
七
一
・
続
古
二
九
五
・
雲
菓
四
一
三
 
 

斬新  
こ ・   
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八 八 八 八 八 八八 八 八八 八 セ セ セ セセ セ 上 土 セ 六 六  
一一一一 0000000八六五四四三三二二六九  
七 六 五 四 八 七 六 五 四 三 二 一 二 ○ 八 一－ ○ 九 四 一 一  

々 々 同 右 々 同 々 々 々 同 右右右右右右同 同 右右  々  

二
一
二
 
 

二
一
七
 
 

二
一
四
 
 

二
一
五
 
 

二
一
六
 
 

二
二
〇
 
 

二
一
八
 
 

二
一
九
 
 

二
二
二
 
 

二
二
三
 
 

二
二
五
 
 

二
二
六
 
 

二
二
七
 
 

二
二
八
 
 

二
三
〇
 
 

二
三
一
 
 

二
三
二
 
 

二
三
五
 
 

二
三
六
 
 

二
三
八
 
 

二
三
九
 
 

一
八
六
 
 

一
九
五
 
 

一
九
一
 
 

一
八
〇
 
 

一
八
一
 
 

一
九
〇
 
 

一
九
七
 
 

一
九
六
 
 

二
二
九
 
 

二
二
七
 
 

二
二
二
 
 

二
二
〇
 
 

二
一
九
 
 

二
二
一
 
 

二
一
八
 
 

二
〇
四
 
 

二
二
四
 
 

二
三
五
 
 

二
三
六
 
 

二
三
九
 
 

二
三
八
 
 

新
干
四
六
六
 
 
 

夫
木
四
八
九
六
 
 

新
勅
三
一
九
・
州
六
人
摸
一
三
四
 
 

東
撰
」
ハ
帖
二
六
七
 
 

新
後
撰
三
〇
七
 
 

玉
葉
四
八
六
。
一
六
六
ニ
ー
重
出
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一
八
一
八
 
 

一
八
一
九
 
 

秋
 
下
 
 

一
九
〇
三
 
 

一
九
一
八
 
 

一
九
一
九
 
 

一
九
六
五
 
 

一
九
六
六
 
 

一
九
七
九
 
 

一
九
八
〇
 
 

一
九
八
一
 
 

一
九
八
二
 
 

一
九
八
三
 
 

二
〇
一
八
 
 

二
〇
一
九
 
 

二
〇
二
〇
 
 

冬
 
上
 
 

二
二
二
〇
 
 

二
二
三
五
 
 

二
二
三
九
 
 

二
五
三
五
 
 

二
五
三
六
 
 

々 右右右右 々 同右々 同同同右同右同右右  

二
四
一
 
 

二
四
四
 
 

二
七
〇
 
 

二
七
一
 
 

二
七
二
 
 

二
七
四
 
 

二
七
五
 
 

二
七
六
 
 

二
七
七
 
 

二
七
八
 
 

二
八
二
 
 

二
八
一
 
 

二
八
三
 
 

二
八
四
 
 

二
八
五
 
 

三
三
二
 
 

三
三
三
 
 

三
三
四
 
 

三
五
一
 
 

三
五
二
 
 

一
九
四
 
 
 

二
五
二
 
 

二
四
四
 
 
 

二
一
〇
 
 
 

二
一
t
 
 
 

二
四
〇
 
 

＊
五
六
〇
 
 

＊
五
六
二
 
 

＊
五
六
三
 
 

＊
五
六
四
 
 
 

二
一
六
 
 
 

二
一
五
 
 
 

二
四
三
 
 
 

二
四
一
 
 
 

二
四
二
 
 

三
〇
〇
 
 
 

三
〇
一
 
 
 

三
〇
七
 
 
 

二
九
一
 
 
 

三
一
六
 
 

束
撰
六
帖
三
九
〇
 
 
 

続
千
五
一
〇
 
 

統
千
四
五
九
 
 

夫
木
一
二
四
六
九
 
 

新
拾
四
二
五
・
万
代
九
七
九
 
 

雲
葉
五
一
一
 
 

新
勅
一
〇
七
六
 
 

来
援
六
帖
二
五
二
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二
五
三
七
 
 

二
五
三
八
 
 

二
五
三
九
 
 

二
五
四
〇
 
 

二
五
四
一
 
 

二
五
七
四
 
 

冬
 
下
 
 

二
六
六
〇
 
 

二
六
六
一
 
 

二
六
六
二
 
 

二
六
九
三
 
 

二
六
九
四
 
 

二
六
九
五
 
 

二
六
九
六
 
 

二
六
九
七
 
 

二
七
三
二
 
 

二
七
三
三
 
 

二
七
三
四
 
 

二
七
三
五
 
 

二
七
七
七
 
 

二
七
七
八
 
 

二
七
七
九
 
 

同同右々々々右々々々々右々々右 右同同々々々  

三
五
三
 
 

三
五
四
 
 

三
五
五
 
 

三
五
六
 
 

三
五
七
 
 

三
五
八
 
 

三
六
〇
 
 

三
六
一
 
 

三
六
二
 
 

三
六
四
 
 

三
六
五
 
 

三
六
六
 
 

三
六
七
 
 

三
六
八
 
 

三
七
〇
 
 

三
七
一
 
 

三
七
二
 
 

三
七
四
 
 

三
七
九
 
 

三
八
一
 
 

三
八
二
 
 
 

二
九
五
 
 
 

二
九
四
 
 
 

二
九
六
 
 
 

二
九
八
 
 
 

二
九
七
 
 

＊
五
七
〇
 
 

三
一
七
 
 
 

三
二
八
 
 
 

三
三
二
 
 
 

三
一
八
 
 
 

三
三
三
 
 
 

三
三
四
 
 
 

三
二
〇
 
 

■
 
 
 

三
二
二
 
 
 

三
二
五
 
 
 

三
二
四
 
 
 

三
二
七
 
 

＊
五
七
一
 
 
 

三
一
九
 
 
 

三
三
〇
 
 

類
六
七
九
 
 

風
雅
八
一
〇
・
万
代
一
四
六
四
 
 

万
代
一
四
七
七
 
 

続
後
五
二
〇
 
 

新
勅
四
二
三
 
 

夫
木
一
二
八
〇
二
 
 

夫
木
六
八
二
〇
 
 

夫
木
六
八
一
九
 
 

夫
木
一
一
四
〇
七
・
万
代
一
四
三
二
・
玉
葉
九
二
一
 
 

新
勅
四
〇
八
・
冊
六
漢
人
一
三
六
 
 

14   
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恋二二二二二二二  
八 八八 八八八 八 八八 八 八 八 八 八  セ セ 上 土 セ セ セ       三 三 二 二 セ セ セ 六六 六 三  一 一  ○  九 九 九 九 九 八 八  
九一○ 九八七九八七三二 四三六  九八七 六○九○  

右 々 々 々 々 卿 々 同 右 同 右 同 右右  同 同 同 右同右 同  

三
八
三
 
 

三
九
〇
 
 

三
九
一
 
 

三
九
二
 
 

三
九
三
 
 

三
九
五
 
 

三
九
九
 
 

四
〇
八
 
 

四
一
三
 
 

四
一
四
 
 

四
一
六
 
 

四
一
七
 
 

四
一
八
 
 

四
一
九
 
 

四
二
〇
 
 

四
二
五
 
 

四
二
六
 
 

四
二
七
 
 

四
二
九
 
 

四
三
一
 
 

四
九
六
 
 
 

＊  

四  五  四 三  四 四 三 三 五 四 四  
四  ○  八 七 （⊃ 二八 七 五 九 四  
九 × 七 × 一 三 × 三 四 四 六 二 五八  

三
三
一
 
 
 

三
三
八
 
 
 

三
三
九
 
 
 

三
四
六
 
 

＊
五
七
七
 
 

＊
五
八
〇
 
 
 

三
四
八
 
 

夫
木
九
三
八
九
 
 

万
代
二
六
二
七
 
 

類
六
八
三
 
 

万
代
五
一
五
 
 

項
六
八
四
 
 

夫
木
六
八
二
一
 
 

類
六
八
五
・
新
拾
一
三
二
八
 
 

東
摸
六
帖
五
〇
 
 

万
代
一
五
一
一
・
夫
木
七
五
六
七
 
 

15   
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二
八
八
〇
 
 

二
八
八
一
 
 

二
八
八
二
 
 

二
八
九
四
 
 

二
八
九
五
 
 

二
八
九
六
 
 

二
八
九
七
 
 

二
八
九
八
 
 

二
九
三
四
 
 

二
九
三
五
 
 

二
九
三
六
 
 

二
九
三
七
 
 

二
九
三
八
 
 

二
九
三
九
 
 

二
九
四
〇
 
 

二
九
四
一
 
 

二
九
四
二
 
 

二
九
六
三
 
 

二
九
六
四
 
 

二
九
六
五
 
 

二
九
六
大
 
 

二
九
六
七
 
 

々 同 々 同卿々 々 々 々 々 同 同 同公同々 同 同右同 同 同  

四
九
七
 
 

四
九
八
 
 

四
九
九
 
 

五
〇
七
 
 

五
〇
九
 
 

五
一
〇
 
 

五
一
一
 
 

五
一
三
 
 

五
二
二
 
 

五
二
五
 
 

五
二
六
 
 

五
二
八
 
 

五
二
九
 
 

五
三
〇
 
 

五
三
一
 
 

五
三
二
 
 

五
三
三
 
 

五
三
五
 
 

五
三
六
 
 

五
三
七
 
 

五
三
八
 
 

五
三
九
 
 

四 四 四 四 四 三 四  
二 八 六 六 一 ノ＼一  
七 二 二三 三 一（⊃  

四
五
〇
 
 

三
九
五
 
 

四
一
四
 
 

四
一
二
 
 

四
〇
一
 
 

四
七
四
 
 

四
七
二
 
 

四
七
〇
 
 

四
二
二
 
 

四
〇
五
 
 

三
八
〇
 
 

三
九
八
 
 

四
〇
〇
 
 

三
九
九
 
 

∵
 
 

風
雅
九
八
二
 
 

夫
木
五
∧
四
三
 
 

夫
木
二
八
七
二
 
 

類
六
九
八
 
 

万
代
二
〇
六
一
 
 
 

続
後
六
五
三
・
万
代
一
八
五
七
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二
九
六
八
 
 

二
九
六
九
 
 

二
九
七
〇
 
 

二
九
七
一
 
 

二
九
七
二
 
 

二
九
八
八
 
 

二
九
八
九
 
 

二
九
九
〇
 
 

二
九
九
一
 
 

二
九
九
二
 
 

二
九
九
三
 
 

二
九
九
四
 
 

二
九
九
五
 
 

二
九
九
六
 
 

二
九
九
七
 
 

二
九
九
∧
 
 

雑
 
 

三
一
〇
八
 
 

三
一
〇
九
 
 

三
一
一
〇
 
 

三
一
一
一
 
 

三
一
一
二
 
 

々 々 同 同右  々 々 々 同 同々 同 同 々 同右同々 同同々  

五
四
〇
 
 

五
四
一
 
 

五
四
二
 
 

五
四
三
 
 

五
四
四
 
 

五
四
六
 
 

五
四
七
 
 

五
四
八
 
 

五
四
九
 
 

五
五
〇
 
 

五
五
一
 
 

五
五
二
 
 

五
五
三
 
 

五
五
四
 
 

五
五
五
 
 

五
五
六
 
 

五
七
〇
 
 

五
七
一
 
 

五
七
三
 
 

五
七
四
 
 

五
七
五
 
 
 

三
七
八
 
 
 

三
七
二
 
 
 

四
八
七
 
 
 

四
八
八
 
 
 

四
〇
六
 
 
 

四
七
一
 
 
 

三
九
七
 
 
 

三
九
六
 
 
 

三
八
九
 
 
 

四
七
五
 
 
 

四
六
五
 
 
 

四
六
八
 
 
 

四
六
九
 
 
 

四
六
七
 
 
 

四
六
六
 
 

＊
五
五
九
 
 ×

 
 

×
 
 
 

五
一
五
 
 
 

五
一
六
 
 
 

五
一
七
 
 

顆
七
〇
三
・
夫
木
一
〇
三
四
四
 
 

類
七
〇
四
 
 
 

読
後
七
四
九
 
 

続
古
九
七
八
・
万
代
一
七
九
七
 
 

夫
木
一
五
二
七
六
 
 

続
後
九
五
五
・
秋
風
九
二
〇
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一
一
二
一
五
 
 

三
一
一
六
 
 

＝
二
一
七
 
 

一
一
二
一
八
 
 

三
一
一
九
 
 

三
一
二
〇
 
 

三
一
二
一
 
 

三
一
二
二
 
 

三
一
二
三
 
 

三
一
二
四
 
 

三
一
二
五
 
 

三
一
二
六
 
 

一
一
≡
六
〇
 
 

三
二
六
一
 
 

三
二
六
二
 
 

三
二
六
三
 
 

三
二
六
四
 
 

三
二
六
七
 
 

三
二
六
八
 
 

三
二
六
九
 
 

三
二
七
〇
 
 

三
二
七
一
 
 

々 々 々 々 右々 々 同 同右素々 々 々 々 々 々 々 々 同 同右  
遅  

五
七
六
 
 

五
七
七
 
 

五
七
八
 
 

五
七
九
 
 

五
八
〇
 
 

五
八
一
 
 

五
八
二
 
 

五
九
八
 
 

五
九
九
 
 

六
〇
二
 
 

六
〇
七
 
 

六
〇
八
 
 

六
一
八
 
 

六
一
九
 
 

六
二
〇
 
 

六
二
一
 
 

六
二
二
 
 

六
二
三
 
 

六
二
四
 
 

六
二
六
 
 

六
二
七
 
 

六
二
九
 
 
 

五
一
八
 
 
 

五
一
九
 
 
 

五
l
一
〇
 
 
 

五
二
一
 
 
 

五
二
二
 
 
 

五
二
六
 
 
 

五
二
三
 
 
 

六
二
四
 
 
 

六
二
八
 
 
 

六
二
五
 
 

ズ
 
 

×
 
 
 

六
五
七
 
 
 

六
五
六
 
 
 

六
五
八
 
 
 

三
五
四
 
 
 

三
五
五
 
 

＊
三
一
三
 
 

＊
三
一
四
 
 
 

五
四
二
 
 
 

六
五
三
 
 

＊
三
一
〇
 
 

夫
木
田
七
三
九
 
 

夫
木
一
二
六
五
九
 
 

東
撰
六
帖
九
四
 
 

類
七
〇
五
・
統
拾
七
一
一
 
 

類
七
〇
六
■
統
拾
七
一
二
。
三
一
二
五
へ
ノ
返
歌
。
 
 

夫
木
一
六
九
三
五
 
 

夫
木
八
七
八
一
 
 

夫
木
一
五
九
四
六
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歌 重  計  
欠出  00 00 九 九九上土セ   三 二 一 ○ 九 八 七 八 七 二  

々 々 々 々 々 同 公 々 右 々  

七  

一二四 首首首  

′ヽ ′ヽ ノ＼ ′ヽ ′ヽ ハ ′＼ ノ＼ ′＼ ′ヽ  

七 四  
首  

五  六六 六 六 三 六 六五五 五   
七  四 四 四 五 六 四 五 六七 八   
首  五 六七 四 六 三 一 七 二 九   

顆  
後  木木後葉月 木後  

ノ＼   二 四一拾   
首  六  六 五 三 七八 一 一  

○  一九五 九二三三  
四 四 九 四・八 五  
八 五・・夫 一 三  

六 夫 木 一・  
花 木一  夫  
→ 八 二  木  
八 ○ 三  一  
七 五 六  三  
六 九 六  八  

（
注
）
 
 

貞
‥
貞
享
版
本
『
金
塊
和
歌
集
』
 
 

類
‥
類
従
本
『
金
塊
和
歌
集
』
 
 
 

右
‥
詠
著
名
「
鎌
倉
右
大
臣
」
 
 

卿
‥
詠
者
名
「
実
朝
卿
」
 
 

同
‥
前
歌
ト
 
「
同
」
ト
記
ス
。
 
 

＊
‥
部
類
配
置
ヲ
異
ニ
ス
ル
 
（
金
塊
集
ノ
ミ
）
。
 
 

公
‥
詠
著
名
「
実
朝
公
」
 
 

京
極
太
政
大
臣
‥
良
経
詠
卜
誤
ル
。
実
朝
詠
歌
。
 
 

々
二
刑
歌
卜
同
ジ
デ
詠
著
名
ヲ
省
略
ス
ル
。
 
 

定
‥
定
家
所
伝
本
『
金
塊
和
歌
集
』
 
 

19   
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こ
の
 
「
歌
番
号
対
照
表
」
を
一
見
し
て
判
る
よ
う
に
、
『
後
葉
集
』
 
に
入
集
す
る
実
朝
歌
は
、
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
に
拠
っ
 
 

（
7
）
 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
既
に
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
や
前
掲
三
村
氏
等
に
御
指
摘
が
あ
る
が
、
以
下
、
稿
者
な
り
に
、
そ
の
 
 

こ
と
を
確
認
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

ま
ず
最
初
に
、
『
金
椀
集
』
 
以
外
の
歌
集
に
載
る
実
朝
詠
歌
を
以
て
し
て
は
 
『
後
葉
集
』
 
所
載
実
朝
歌
の
全
て
を
拾
う
こ
と
は
で
 
 

き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
そ
れ
は
、
諸
先
覚
の
御
調
査
に
導
か
れ
て
、
他
歌
集
等
に
載
る
現
在
知
り
得
る
実
朝
詠
 
 

歌
の
全
て
を
調
査
し
た
結
果
と
し
て
示
す
、
「
歌
番
号
対
照
表
」
 
の
 
「
そ
の
他
・
注
」
 
の
欄
を
見
る
だ
け
で
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

（
り
J
）
 
 

に
対
し
て
、
『
復
業
集
』
所
載
実
朝
歌
は
、
全
て
、
『
金
塊
集
』
所
載
歌
な
の
で
あ
る
。
前
引
『
和
歌
大
辞
典
』
 
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
 
 

よ
う
に
、
『
後
葉
集
』
 
所
載
実
朝
歌
は
、
『
金
塊
集
』
 
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
『
金
塊
集
』
の
諸
系
統
の
中
で
は
、
二
七
四
首
全
て
が
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
に
載
る
歌
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
『
後
 
 

葉
集
』
 
入
集
実
朝
歌
は
、
所
載
歌
の
占
…
で
、
貞
享
本
系
統
本
文
に
拠
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
よ
い
。
『
金
税
集
』
 
の
い
ま
一
つ
の
主
 
 

要
な
本
文
で
あ
る
定
家
本
系
統
に
は
載
ら
な
い
歌
が
一
八
首
も
あ
る
。
定
家
本
系
統
は
 
『
後
葉
集
』
 
の
撰
歌
資
料
で
は
あ
り
得
な
い
 
 

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
三
村
氏
が
 
「
定
家
所
伝
本
が
収
載
せ
ず
、
貞
芋
版
本
の
み
が
収
録
す
る
歌
を
、
『
複
葉
集
』
 
が
…
…
採
録
 
 

し
て
い
る
事
実
」
を
指
摘
し
て
、
『
後
菓
集
』
 
は
貞
享
本
系
統
に
依
拠
し
て
い
る
と
説
か
れ
た
と
お
り
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
 
 

複
数
の
資
料
に
よ
る
撰
歌
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
、
定
家
本
系
統
本
文
も
 
『
後
葉
集
』
 
の
撰
歌
資
料
の
中
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
可
 
 

能
性
を
考
え
る
こ
と
は
、
手
続
と
し
て
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
後
の
検
討
過
程
で
順
次
明
か
に
な
る
よ
う
に
、
考
え
 
 

な
く
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
類
従
本
系
統
『
金
椀
集
』
 
は
、
定
家
本
系
統
『
金
椀
集
』
 
に
は
載
ら
な
い
そ
の
一
八
首
を
含
め
 
 

て
、
『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
の
全
て
を
載
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
所
載
歌
の
点
で
は
、
『
後
葉
集
』
 
の
撰
歌
資
料
で
あ
り
う
 
 

る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
所
載
歌
の
部
類
配
置
と
歌
順
の
点
で
、
類
従
本
系
統
が
『
復
業
集
』
の
資
料
で
あ
る
可
能
性
は
ま
ず
な
い
、
 
 

と
言
っ
て
よ
い
。
 
 
 

そ
の
、
『
．
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
の
部
類
配
置
・
歌
順
と
『
金
塊
集
』
の
部
類
・
歌
順
の
関
係
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
の
部
類
配
置
お
よ
び
歌
順
は
、
前
掲
の
「
歌
番
号
対
照
表
」
 
で
看
て
取
れ
る
よ
う
に
、
概
ね
、
貞
享
本
 
 

20   
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系
統
『
金
塊
集
』
 
と
合
致
す
る
。
『
後
葉
集
』
 
の
四
季
上
下
・
恋
・
雑
と
い
う
六
部
十
巻
仕
立
て
が
貞
享
本
系
統
『
金
椀
集
』
 
の
四
 
 

季
・
恋
・
雑
六
郡
仕
立
て
と
合
致
す
る
こ
と
も
与
っ
て
、
両
者
の
間
で
部
類
配
置
を
異
に
す
る
歌
は
な
い
。
し
か
る
に
、
定
家
本
系
 
 

統
『
金
塊
集
』
 
と
の
間
で
は
、
『
後
葉
集
』
春
部
二
一
番
が
定
家
本
系
統
雑
部
五
三
六
番
と
い
っ
た
具
合
に
、
＊
印
を
付
し
た
二
一
 
 

首
の
歌
が
両
者
の
間
で
部
類
配
置
を
異
に
す
る
 
 
こ
の
数
は
、
定
家
本
系
統
は
賓
と
旅
の
部
を
立
て
る
が
、
そ
れ
を
貞
享
本
系
統
 
 

は
雑
部
に
含
め
て
い
る
の
で
、
貞
享
本
系
統
に
従
っ
て
整
理
し
た
数
で
あ
る
 
。
こ
の
こ
と
は
、
定
家
本
系
統
と
部
類
配
置
・
歌
 
 

暇
が
同
一
で
あ
る
類
従
本
系
統
に
お
い
て
も
、
同
じ
歌
に
つ
い
て
全
く
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
そ
れ
は
、
『
金
椀
集
』
 
の
定
家
本
系
 
 

統
や
類
従
本
系
統
の
四
季
・
賀
・
恋
・
旅
・
雑
と
い
う
部
類
と
 
『
後
葉
集
』
 
の
部
類
と
が
異
な
る
こ
と
に
困
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

歌
の
部
類
配
置
の
点
の
み
で
は
な
い
。
『
後
棄
集
』
所
載
実
朝
歌
の
配
列
順
が
、
細
部
に
お
い
て
、
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
と
 
 

重
な
り
合
い
、
定
家
本
系
統
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
後
葉
集
』
 
で
五
一
・
五
二
・
五
三
番
と
続
く
「
実
朝
公
」
 
の
詠
 
 

者
名
表
記
の
三
首
の
歌
は
、
貞
享
本
で
も
、
一
〇
二
一
・
一
二
番
と
連
続
し
て
配
さ
れ
て
い
る
が
、
定
家
本
系
統
で
は
こ
れ
が
二
 
 

一
・
二
〇
二
一
二
番
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
歌
順
を
異
に
す
る
。
ま
た
、
『
後
葉
集
』
 
で
五
一
八
・
五
一
九
・
五
二
〇
・
五
二
一
・
 
 

五
二
二
番
と
連
続
す
る
「
鎌
倉
右
大
臣
」
の
詠
著
名
表
記
の
五
首
は
、
貞
享
本
系
統
で
は
七
七
・
七
八
・
八
〇
・
八
一
・
八
二
番
と
、
 
 

七
九
番
一
首
を
飛
ば
し
た
形
で
、
同
じ
配
列
順
に
な
っ
て
い
る
が
、
定
家
本
系
統
で
は
そ
の
配
列
は
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
、
と
い
っ
 
 

た
具
合
で
あ
る
。
三
村
氏
は
、
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
に
は
載
ら
ず
貞
享
本
系
統
に
の
み
載
る
歌
で
『
復
業
集
』
 
に
入
集
し
て
い
 
 

る
一
八
首
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
ら
十
八
首
の
配
列
状
況
を
検
討
す
る
に
、
群
書
類
従
本
の
よ
う
に
一
括
後
掲
で
は
な
く
、
貞
享
版
本
 
 

の
配
列
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
、
群
書
類
従
本
か
ら
の
抄
出
の
可
能
性
は
き
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
一
八
百
 
 

の
み
な
ら
ず
、
「
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
の
殆
ど
が
貞
享
本
系
統
の
配
列
順
に
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
基
本
的
に
定
家
本
系
統
と
同
じ
歌
順
を
採
る
類
従
本
系
統
に
つ
い
て
は
、
定
家
本
系
統
と
全
く
同
じ
こ
と
が
言
え
る
わ
け
 
 

で
、
具
体
的
な
検
討
は
こ
こ
で
は
省
略
に
従
っ
て
お
く
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
、
貞
享
本
系
統
の
歌
順
と
 
『
後
葉
集
』
 
に
お
け
る
実
朝
歌
の
歌
順
が
異
な
る
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
貞
享
本
系
統
と
 
 

『
復
業
集
』
と
で
歌
順
が
異
な
る
そ
の
部
分
を
定
家
本
系
統
で
見
る
と
、
そ
ち
ら
も
『
後
葉
集
』
と
は
大
幅
に
歌
順
が
異
な
る
の
で
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あ
る
。
前
掲
「
歌
番
号
対
照
表
」
 
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
後
葉
集
』
 
の
歌
順
と
貞
享
本
系
統
の
歌
順
が
異
な
る
の
は
、
貞
享
本
系
 
 

統
の
歌
番
号
で
い
う
と
、
繰
り
下
が
っ
た
の
は
九
・
四
二
ハ
・
二
五
・
一
一
一
と
一
一
二
・
一
八
一
と
一
八
二
、
繰
り
上
が
っ
た
の
 
 

は
二
九
二
一
八
・
一
七
一
・
一
九
三
・
二
一
七
二
一
二
〇
、
入
れ
香
わ
っ
た
の
は
四
三
と
四
二
・
一
〇
七
と
一
〇
六
・
二
八
二
と
二
 
 

八
一
、
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
歌
順
が
こ
れ
程
に
合
致
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
両
者
の
関
係
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
 
 

わ
け
で
、
注
目
し
て
よ
い
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
所
載
歌
の
数
と
部
類
配
置
と
配
列
順
序
と
い
う
三
つ
の
面
の
事
実
か
ら
、
『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
は
 
『
金
塊
 
 

集
』
諸
系
統
中
の
貞
享
本
系
統
に
依
拠
し
て
い
る
、
と
判
断
し
て
間
違
い
な
い
。
 
 

『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
の
配
列
は
貞
享
本
系
統
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
今
、
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
、
幾
つ
か
 
 

の
問
題
が
解
決
し
、
あ
る
い
は
、
よ
り
詳
し
い
事
情
が
判
然
と
す
る
。
 
 
 

先
ず
、
『
後
葉
集
』
 
に
見
え
る
二
例
の
実
朝
歌
重
出
の
件
で
あ
る
。
そ
の
内
の
一
つ
の
、
 
 

の
重
出
は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
『
複
葉
集
』
は
、
貞
享
本
系
統
『
金
税
集
』
 
の
、
 
 

山
路
夕
花
 
 

五
五
 
み
ち
遠
み
け
ふ
こ
え
く
れ
ぬ
山
桜
 
花
の
や
と
り
を
わ
れ
に
か
さ
な
ん
 
 

屏
風
絵
に
山
家
に
花
見
る
所
 
 

五
六
 
時
の
ま
と
思
ひ
て
こ
し
を
山
里
に
 
花
見
る
く
と
な
か
ゐ
し
ぬ
へ
し
 
 

お
な
し
心
を
人
く
に
よ
ま
せ
し
次
に
 
 
 

（
桜
・
四
四
二
番
詞
書
）
 
 

四
四
三
 
い
ま
し
は
と
思
ひ
し
程
も
桜
は
な
 
 

（
山
路
夕
花
・
四
大
六
番
詞
書
）
 
 

四
大
八
 
い
ま
し
は
と
思
ひ
し
程
に
さ
く
ら
花
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

ち
る
木
の
本
に
日
数
へ
ぬ
へ
し
 
 

（
実
朝
公
・
四
大
六
番
）
 
 
 

ち
る
木
本
に
日
数
へ
ぬ
へ
し
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五
七
 
桜
花
咲
散
見
れ
は
山
里
に
 
わ
れ
そ
お
ほ
く
の
春
は
へ
に
け
る
 
 

尋
花
 
 

五
八
 
花
を
み
ん
と
し
も
思
は
て
こ
し
わ
れ
そ
 
ふ
か
き
山
路
に
日
数
へ
に
け
る
 
 

屏
風
の
絵
に
旅
人
あ
ま
た
の
花
の
し
た
に
ふ
せ
る
所
 
 

五
九
 
今
し
は
と
思
ひ
し
程
に
桜
花
 
ち
る
木
の
も
と
に
日
か
す
へ
ぬ
へ
し
 
（
貞
享
版
本
二
拠
ル
）
 
 

か
ら
五
六
番
と
五
八
番
を
抜
き
、
五
五
番
の
詞
書
「
山
路
夕
花
」
 
に
よ
っ
て
五
五
・
五
七
・
五
九
番
の
三
首
を
ま
と
め
て
四
六
六
・
 
 

四
六
七
・
四
六
八
番
と
し
て
 
「
実
朝
公
」
 
の
詠
者
名
で
収
め
、
『
復
業
集
』
 
は
一
方
で
、
貞
享
本
系
統
『
金
椀
集
』
 
の
五
九
番
の
歌
 
 

を
「
花
」
 
の
歌
題
の
四
四
二
番
以
下
四
五
二
番
ま
で
の
歌
群
の
四
四
三
番
ヒ
し
て
配
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
そ
の
五
九
番
の
 
 

歌
が
、
『
後
葉
集
』
 
に
お
い
て
、
四
四
三
番
と
四
六
八
番
と
に
重
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

い
ま
ひ
と
つ
の
一
六
六
一
番
と
一
六
九
一
番
の
重
出
歌
も
、
こ
れ
と
全
く
同
様
の
経
緯
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
『
後
葉
集
』
は
、
 
 

貞
草
本
系
統
『
金
塊
集
』
の
二
〇
九
番
「
故
郷
萩
」
の
歌
か
ら
一
二
二
番
「
夕
の
心
を
よ
め
る
」
の
歌
ま
で
の
四
首
を
、
詞
書
と
も
、
 
 

そ
の
ま
ま
一
六
八
八
番
・
一
六
八
九
番
・
一
六
九
〇
番
・
一
六
九
一
番
と
し
て
取
り
込
み
、
一
方
で
、
貞
享
本
系
統
の
二
一
二
番
「
夕
 
 

の
心
を
よ
め
る
」
の
歌
を
、
詞
書
を
外
し
て
歌
題
を
「
秋
夕
」
と
し
て
、
一
六
五
四
番
か
ら
始
ま
る
「
秋
夕
」
の
歌
題
歌
群
の
中
に
、
 
 

一
六
大
一
番
と
し
て
配
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
l
l
一
二
番
が
、
『
後
葉
集
』
 
に
お
い
て
一
六
六
 
 

一
番
と
一
六
九
一
番
に
重
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
後
葉
集
』
 
に
お
け
る
二
例
の
実
朝
歌
の
重
出
は
、
共
に
、
『
金
塊
集
』
貞
享
本
系
統
の
歌
の
中
か
ら
歌
題
を
整
理
し
詞
書
を
変
 
 

え
て
、
類
題
歌
集
と
し
て
或
る
歌
群
の
中
に
配
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
一
首
の
歌
が
、
別
に
、
貞
草
本
系
統
の
歌
順
の
ま
ま
に
ひ
と
 
 

ま
と
ま
り
と
し
て
何
首
か
の
歌
と
一
緒
に
取
り
込
ま
れ
、
そ
の
結
果
、
重
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

『
後
棄
集
』
 
に
詠
著
名
を
「
京
極
太
政
大
臣
」
と
誤
っ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
二
百
の
実
朝
歌
も
、
『
復
業
集
』
所
載
実
朝
歌
の
歌
 
 

順
が
貞
享
本
系
統
『
金
椀
集
』
と
ほ
ぼ
重
な
る
と
い
う
事
実
と
の
関
連
で
見
て
み
る
と
、
い
ま
少
し
事
情
が
よ
く
分
か
る
。
そ
の
二
 
 
 



谷森本F後柔和歌集』所載実朝歌の本文吟味から  5
1
 
首
の
歌
と
は
、
 
 

京
極
太
政
大
臣
 
 

花
間
鴬
 
 

七
九
 
春
く
れ
は
ま
つ
咲
宿
の
梅
花
 
か
を
な
つ
か
し
み
う
く
ひ
す
そ
鳴
 
 

同
 
 

雨
後
鴬
 
 

八
〇
 
は
る
雨
の
富
も
ま
た
ひ
ぬ
梅
か
え
に
 
う
は
ト
し
ほ
れ
て
鴬
そ
鳴
 
 

と
連
続
し
て
い
る
歌
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
歌
は
、
貞
草
本
系
統
の
『
金
検
案
』
 
に
、
詞
書
と
も
ほ
ぼ
同
文
で
 
（
『
金
撰
集
』
 
は
全
 
 

て
「
う
は
嘲
」
。
貞
享
版
本
等
は
「
ま
た
ひ
列
」
）
、
一
五
・
一
六
番
と
し
て
並
べ
て
配
さ
れ
て
い
る
。
『
後
葉
集
』
で
は
、
七
四
番
か
 
 

ら
「
鴬
」
題
の
歌
を
ま
と
め
、
そ
の
冒
頭
に
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
」
 
の
一
三
・
一
四
番
の
二
首
を
採
っ
て
七
四
・
七
五
番
と
し
て
 
 

「
鎌
倉
右
大
臣
」
の
詠
者
名
で
配
し
、
貞
享
本
系
統
で
続
く
一
五
・
一
六
番
の
歌
も
、
同
じ
歌
題
の
中
の
七
九
・
八
〇
番
と
し
て
採
っ
 
 

た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
「
鎌
倉
右
大
臣
」
 
と
す
べ
き
詠
者
名
を
「
京
極
太
政
大
臣
」
 
と
誤
っ
た
の
で
あ
る
。
「
大
臣
」
 
の
語
に
引
か
 
 

れ
た
か
、
全
く
の
不
注
意
に
困
る
の
で
あ
ろ
う
。
詠
者
名
誤
謬
の
歌
は
二
首
に
な
る
が
、
犯
し
た
誤
謬
は
一
度
の
み
な
の
で
あ
る
。
 
 

『
後
棄
集
』
所
載
実
朝
歌
の
詠
者
名
表
記
が
 
「
実
朝
卿
」
「
実
朝
公
」
「
鎌
倉
右
大
臣
」
 
の
三
種
類
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
吟
味
し
 
 

て
お
く
。
 
 
 

『
図
書
寮
叢
刊
』
 
の
「
解
題
」
に
お
い
て
、
『
後
棄
集
』
 
の
詠
者
名
表
記
に
関
し
て
、
「
一
人
の
歌
人
が
何
種
頬
か
の
異
な
っ
た
表
 
 

記
を
さ
れ
た
り
、
同
一
表
記
で
何
人
か
の
別
人
が
含
ま
れ
た
り
す
る
例
が
少
く
な
い
」
 
と
い
う
事
実
が
指
摘
さ
れ
、
 
 
 

撰
入
に
際
し
て
は
、
依
拠
し
た
資
料
の
作
者
表
記
を
そ
の
ま
ま
（
前
述
し
た
よ
う
に
誤
り
も
少
く
な
い
・
原
注
）
 
の
形
で
使
用
 
 

し
て
い
る
。
 
 

と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
他
の
歌
人
の
場
合
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
朝
歌
に
関
し
て
は
、
三
種
 
 

類
の
詠
者
名
表
記
は
、
撰
歌
資
料
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
「
実
朝
卿
」
 
の
詠
著
名
で
配
さ
れ
る
歌
群
も
、
「
実
 
 

朝
公
」
 
の
詠
著
名
で
配
さ
れ
る
歌
群
も
、
「
鎌
倉
右
大
臣
」
 
の
詠
者
名
で
配
さ
れ
る
歌
群
も
、
等
し
く
、
そ
の
歌
の
配
列
順
は
ほ
ぼ
 
 
 

24  
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貞
享
本
系
統
『
金
税
集
』
 
と
重
な
り
あ
っ
て
い
る
。
撰
歌
資
料
が
別
に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
後
葉
 
 

集
』
 
に
お
い
て
「
実
朝
公
」
 
の
詠
著
名
で
並
ぷ
五
一
・
五
二
・
五
三
番
は
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
で
も
一
〇
・
一
一
二
二
番
と
 
 

並
び
、
「
実
朝
卿
」
 
の
詠
著
名
で
並
ぷ
二
八
六
七
番
か
ら
二
八
七
一
番
ま
で
の
五
首
は
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
で
も
四
二
五
・
四
 
 

二
六
・
四
二
七
・
四
二
九
・
四
三
一
番
と
い
う
ふ
う
に
歌
順
は
変
わ
ら
ず
並
ん
で
い
る
。
「
鎌
倉
右
大
臣
」
 
の
詠
者
名
で
並
ぷ
五
一
 
 

八
轟
か
ら
五
二
二
番
ま
で
の
五
首
も
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
に
お
い
て
七
七
・
七
八
・
八
〇
・
八
一
・
八
二
番
と
い
う
ふ
う
に
順
 
 

に
並
ん
で
い
る
。
他
の
部
分
を
取
り
出
し
て
み
て
も
、
様
子
は
こ
れ
と
変
わ
り
な
い
。
詳
し
く
検
討
す
る
紙
幅
が
な
い
が
、
こ
の
こ
 
 

と
は
、
「
歌
番
号
対
照
表
」
を
見
る
だ
け
で
確
認
で
き
る
。
 
 
 

歌
順
の
点
の
み
で
は
な
い
。
そ
の
本
文
を
見
て
も
、
詠
著
名
を
異
に
す
る
歌
群
の
間
で
本
文
異
同
の
傾
向
を
異
に
す
る
こ
と
は
な
 
 

く
、
歌
が
撰
歌
資
料
を
異
に
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

実
朝
歌
と
し
て
詠
著
名
が
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
歌
は
欠
け
て
い
る
、
と
い
う
一
首
の
件
は
、
『
後
葉
集
』
所
載
の
実
 
 

朝
歌
が
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
歌
順
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
尺
度
に
す
る
と
、
そ
の
欠
け
る
実
朝
歌
ま
で
も
推
測
 
 

が
可
能
に
な
る
。
 
 
 

『
後
葉
集
』
 
に
お
い
て
、
実
朝
の
詠
者
名
の
み
あ
っ
て
歌
は
欠
け
て
い
る
箇
所
と
は
、
七
四
六
番
で
あ
る
。
そ
の
歌
題
許
の
本
文
 
 

、
 
 

実
朝
卿
 
 

（
貞
享
本
）
 
 

や
ま
ふ
き
を
折
て
よ
め
り
け
る
 
 

七
四
四
 
今
い
く
か
春
し
な
け
れ
は
春
雨
の
 
ぬ
る
と
も
を
ら
ん
山
吹
の
花
 
 
（
一
一
九
番
）
 
 

同
 
 

七
四
五
 
我
宿
の
八
重
の
山
ふ
き
露
お
も
み
 
打
は
ら
ふ
袖
の
そ
ほ
ち
ぬ
る
哉
 
二
二
〇
番
）
 
 

同
 
 

七
四
六
 
 
（
歌
欠
）
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で
あ
る
。
「
山
吹
」
題
の
歌
は
、
『
後
葉
菜
』
 
に
お
い
て
は
、
七
二
六
番
か
ら
、
歌
が
欠
け
る
七
四
六
番
の
直
後
の
七
四
七
番
ま
で
の
 
 
2
6
 
 

二
二
首
で
あ
る
が
、
「
歌
番
号
対
照
表
」
 
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
内
の
七
二
九
・
七
三
〇
・
七
三
五
・
七
三
六
・
七
三
七
番
 
 

と
今
引
い
た
七
四
四
・
七
四
五
番
と
問
題
の
七
四
六
番
が
実
朝
歌
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
、
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
で
は
、
一
一
三
 
 

番
か
ら
一
二
〇
番
ま
で
、
一
一
六
番
を
抜
く
だ
け
で
、
そ
の
ま
ま
の
順
で
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
復
業
集
』
 
七
四
 
 

五
番
に
続
く
歌
は
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
一
二
〇
番
に
続
く
歌
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
そ
の
歌
と
は
、
 
 

雨
の
ふ
れ
る
ひ
款
冬
を
よ
め
る
 
 
 

一
二
一
春
雨
の
靂
の
や
と
り
を
吹
夙
に
 
こ
ほ
れ
て
に
ほ
ふ
や
ま
ふ
き
の
花
 
 

で
あ
る
。
尤
も
、
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
で
は
、
続
く
一
二
二
番
か
ら
一
二
四
番
ま
で
、
更
に
 
「
山
吹
」
 
の
歌
が
載
っ
て
い
る
。
 
 

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
「
款
冬
に
風
の
ふ
く
を
み
て
」
 
「
山
ふ
き
の
花
を
お
ら
せ
て
、
人
の
も
と
に
つ
か
は
す
と
て
」
と
い
う
非
題
詠
 
 

歌
の
扱
い
を
さ
れ
る
歌
で
あ
る
。
『
後
葉
集
』
 
に
採
ら
れ
た
一
一
三
番
以
下
一
二
〇
番
ま
で
の
「
山
吹
」
魔
の
歌
は
全
て
題
詠
歌
で
 
 

あ
り
、
『
復
業
集
』
が
類
題
私
撰
集
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
時
、
歌
が
欠
け
る
七
四
六
番
も
題
詠
歌
で
あ
る
と
推
定
し
、
一
二
一
番
 
 

の
歌
を
そ
れ
に
想
定
し
て
も
、
大
き
な
誤
を
犯
す
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
 
 

『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
は
『
金
塊
集
』
の
貞
草
本
系
統
に
依
拠
し
て
い
る
、
と
い
う
先
覚
の
御
指
摘
が
、
そ
の
所
載
歌
・
歌
教
・
 
 

歌
の
部
賛
配
置
・
歌
順
の
検
討
か
ら
、
稿
者
な
り
に
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
事
実
の
確
認
に
よ
っ
て
、
『
後
葉
集
』
内
部
の
 
 

問
題
と
し
て
詳
細
が
判
然
と
し
な
か
っ
た
件
、
つ
ま
り
、
実
朝
歌
の
重
出
の
件
、
「
京
極
太
政
大
臣
」
艮
経
の
歌
と
す
る
詠
者
名
誤
 
 

謬
の
件
、
「
実
朝
卿
」
「
実
朝
公
」
「
鎌
倉
右
大
臣
」
と
い
う
三
種
類
の
詠
者
名
で
実
朝
歌
を
載
せ
る
件
、
詠
者
名
の
み
記
さ
れ
て
歌
 
 

は
欠
け
る
件
、
な
ど
の
原
因
や
さ
ら
に
詳
し
い
事
情
が
、
あ
る
程
度
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先
覚
の
御
指
摘
に
関
す
る
稿
 
 

者
な
り
の
確
認
と
、
そ
の
事
実
を
以
て
す
る
本
節
に
お
け
る
検
討
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
な
り
の
意
義
は
認
め
て
も
よ
か
ろ
う
。
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実
朝
卿
 
 
 

屏
風
絵
に
わ
か
な
つ
む
と
こ
ろ
を
 
 

一
七
六
 
春
日
の
～
飛
火
の
野
守
け
ふ
と
て
や
 
苦
か
た
み
に
若
菜
つ
む
ら
ん
 
 
 

諸
本
間
で
歌
に
小
異
は
あ
る
が
（
内
甲
「
春
日
山
」
）
。
青
山
「
と
ふ
ひ
の
引
引
動
」
。
内
乙
「
と
ふ
ひ
の
引
」
）
、
系
統
と
し
て
 
 

の
対
立
す
る
異
文
は
な
い
。
し
か
し
、
詞
書
の
方
は
、
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
と
は
、
「
屏
風
絵
に
」
が
無
く
て
「
わ
か
な
つ
 
 

む
と
こ
ろ
」
 
（
定
家
本
二
拠
ル
）
 
と
大
異
が
あ
る
。
か
よ
う
な
具
合
に
、
遠
望
某
集
』
 
の
詞
書
が
定
家
本
系
統
や
類
従
本
系
統
と
は
異
 
 

な
り
、
貞
享
本
系
統
と
合
致
す
る
と
い
う
例
は
、
検
討
は
省
略
す
る
が
、
他
に
も
極
め
て
多
い
。
 
 

湖
辺
落
花
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

五
一
八
 
山
か
せ
の
さ
く
ら
吹
ま
き
ち
る
花
の
 
み
た
れ
て
み
ゆ
る
し
か
の
浦
波
 
 

は
、
『
金
椀
集
』
の
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
で
は
、
第
二
句
が
「
封
刹
ふ
き
ま
き
」
（
定
家
本
二
拠
ル
）
と
な
っ
て
い
る
。
貞
 
 

享
本
系
統
は
、
調
査
し
た
伝
本
全
て
、
『
後
葉
集
』
と
同
文
で
あ
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
『
金
椀
和
歌
集
』
 
（
以
下
、
「
大
系
本
」
 
 

－
、
 
 

と
呼
ぶ
）
 
の
補
注
に
「
定
家
本
や
類
従
本
に
は
、
第
二
句
『
か
す
み
ふ
き
ま
き
』
と
あ
る
。
そ
の
方
が
解
釈
上
の
理
は
と
お
っ
て
い
 
 

る
け
れ
ど
も
、
こ
の
歌
が
 
『
山
風
に
さ
く
ら
ふ
き
ま
き
乱
れ
な
む
花
の
ま
ぎ
れ
に
立
ち
と
ま
る
べ
く
』
 
（
古
今
巻
八
）
 
に
よ
っ
て
い
 
 
 

㈲
 
 

『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
は
『
金
塊
集
』
 
の
貞
享
本
系
統
本
文
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
次
な
る
問
題
 
 

は
、
『
後
葉
集
』
が
依
拠
し
た
そ
の
貞
享
本
系
統
の
本
文
は
そ
の
系
統
中
の
い
か
よ
う
な
本
文
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 

本
節
に
お
い
て
は
、
『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
を
『
金
椀
集
』
諸
伝
本
の
本
文
と
比
較
し
、
そ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
る
。
 
 

な
お
、
引
用
の
歌
の
み
に
歌
番
号
を
付
す
。
対
校
本
の
系
統
の
歌
番
号
は
、
先
の
「
対
照
表
」
 
に
示
し
た
た
め
、
省
略
に
従
う
。
 
 

『
復
業
集
』
 
に
載
る
実
朝
歌
は
、
そ
の
本
文
の
点
で
も
、
確
か
に
貞
享
本
系
統
7
．
金
塊
集
』
と
合
致
す
る
。
定
家
本
系
統
・
類
従
 
 

本
系
統
と
は
本
文
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
以
下
、
幾
つ
か
の
例
を
示
し
て
検
討
し
て
み
る
。
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る
と
す
れ
ば
、
『
さ
く
ら
ふ
き
ま
き
』
 
の
本
文
に
従
う
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
定
家
本
系
統
や
類
従
本
系
統
で
「
か
す
み
」
 
と
 
 
2
8
 
 

あ
る
事
実
は
重
視
さ
れ
て
よ
い
。
『
後
葉
菓
』
 
は
貞
享
本
系
統
の
本
文
と
同
じ
な
の
で
あ
る
。
 
 

（
待
郭
公
・
八
五
一
番
詞
書
）
 
 

（
実
朝
公
・
八
五
一
番
）
 
 
 

八
五
三
 
夏
こ
ろ
も
た
ち
し
時
よ
り
足
曳
の
 
や
ま
ほ
と
ゝ
き
す
剰
射
ぬ
日
そ
な
き
 
 

の
第
五
句
「
剰
射
副
日
そ
な
き
」
は
、
貞
享
本
系
統
も
同
じ
本
文
で
あ
る
（
森
本
を
除
く
）
。
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
は
「
割
 
 

出
瑚
日
そ
な
き
」
と
な
っ
て
い
る
。
大
系
本
頭
注
に
「
意
味
の
上
か
ら
言
え
ば
、
定
家
本
等
の
如
く
『
待
た
ぬ
日
ぞ
な
き
』
の
方
が
 
 

よ
ろ
し
い
。
ほ
と
と
ぎ
す
は
鳴
く
を
待
っ
と
い
う
の
が
和
歌
の
常
識
だ
か
ら
で
あ
る
」
 
と
あ
る
よ
う
に
、
『
後
葉
集
』
 
や
貞
享
本
系
 
 

統
『
金
椀
集
』
の
、
夏
が
立
ち
夏
衣
を
裁
っ
た
暗
か
ら
「
山
郭
公
鳴
か
ぬ
日
ぞ
な
き
」
と
い
う
本
文
で
は
、
鳴
く
の
を
待
つ
と
い
う
、
 
 

郭
公
の
本
意
を
詠
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
『
後
葉
集
』
 
は
、
貞
享
本
系
統
に
お
い
て
「
鳴
か
ぬ
」
 
と
誤
ら
れ
た
本
文
に
拠
っ
た
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

（
恋
ふ
と
云
こ
1
ろ
を
・
二
八
六
七
番
詞
書
）
 
へ
実
朝
卿
・
二
八
六
七
番
）
 
 
 

二
八
七
〇
 
わ
か
恋
は
百
島
動
引
は
ま
ち
と
り
 
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
か
た
に
鳴
也
 
 

の
第
二
句
を
、
貞
享
本
系
統
は
全
て
「
百
し
ま
動
ハ
引
」
（
貞
享
二
拠
ル
）
と
す
る
が
（
玉
里
ハ
 
「
め
く
り
」
ノ
「
り
」
ヲ
見
ゃ
消
 
 

チ
ト
シ
テ
「
る
」
ト
訂
正
。
上
田
・
森
ハ
「
る
」
ト
注
記
）
、
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
は
全
て
「
も
ゝ
し
ま
動
ハ
＝
引
」
と
す
る
。
 
 

（
9
）
 
 

『
夫
木
抄
』
 
も
「
も
も
し
ま
め
ぐ
る
」
と
す
る
。
「
我
が
恋
は
百
島
廻
り
」
 
で
中
止
し
軽
く
切
れ
る
本
文
よ
り
も
、
定
家
本
系
統
等
 
 

の
ご
と
く
、
「
百
島
巡
る
」
と
、
「
浜
千
鳥
」
を
修
飾
す
る
本
文
が
妥
当
で
あ
る
。
『
後
葉
集
』
 
は
、
定
家
本
系
統
本
文
が
本
文
変
化
 
 

を
生
じ
た
後
の
 
「
百
島
め
ぐ
り
」
 
の
本
文
を
受
け
継
い
で
い
る
と
言
え
る
。
 
 

（
鎌
倉
右
大
臣
・
三
一
〇
八
番
）
 
 
 

（
串
中
震
・
三
一
一
〇
番
詞
書
）
 
 

三
一
一
一
野
へ
吋
例
刻
袖
た
に
露
は
置
物
を
 
た
ゝ
此
こ
ろ
の
秋
の
夕
く
れ
 
 

の
初
句
「
野
へ
吋
刷
ぬ
」
は
、
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
諸
本
も
、
森
本
を
除
い
て
、
全
て
『
後
葉
集
』
と
同
文
で
あ
る
（
尤
も
、
 
 

上
田
・
初
雁
・
書
陵
の
三
本
に
は
、
「
に
」
 
の
右
に
 
「
わ
」
 
と
注
記
が
あ
る
）
。
「
野
辺
に
消
ぬ
」
 
の
意
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
本
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二
七
九
九
 
と
り
も
あ
へ
す
は
か
な
く
ゝ
れ
て
行
と
し
の
 
し
は
し
と
～
む
る
関
守
も
哉
 
 

の
第
三
句
「
行
と
し
功
」
は
、
貞
享
本
系
統
『
金
複
葉
』
諸
本
は
、
森
本
を
除
い
て
、
『
後
葉
集
』
と
同
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
 
 

の
森
本
と
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
は
、
「
ゆ
く
と
し
引
」
（
定
家
本
二
拠
ル
）
と
す
る
。
こ
こ
は
、
定
家
本
系
統
の
ご
と
く
「
行
 
 

く
年
到
」
と
、
「
止
む
る
」
の
対
象
を
示
す
本
文
で
あ
る
べ
き
で
、
『
後
菓
集
』
の
ご
と
き
主
格
で
は
歌
意
が
通
じ
な
い
。
貞
享
本
系
 
 

統
の
上
田
本
が
「
を
」
 
と
注
記
し
て
い
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。
こ
こ
も
、
『
復
業
集
』
 
は
貞
享
本
系
統
の
誤
謬
を
受
け
継
い
で
い
る
 
 

文
で
は
 
「
袖
だ
に
露
は
置
く
も
の
を
」
 
（
校
訂
）
 
と
敵
際
す
る
。
し
か
る
に
、
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
は
、
全
て
、
「
の
へ
わ
け
 
 

瑚
」
「
野
辺
矧
画
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
、
「
野
辺
分
け
ぬ
」
と
い
う
本
文
で
こ
そ
歌
意
が
通
じ
る
。
お
そ
ら
く
、
「
わ
け
ぬ
」
の
「
わ
」
 
 

の
 
「
王
」
 
の
仮
名
が
「
ホ
」
と
誤
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
誤
謬
が
貞
享
本
系
統
の
本
文
と
な
り
、
『
後
葉
集
』
 
 

は
そ
の
誤
謬
を
継
承
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

同
 
（
鎌
倉
右
大
臣
二
一
七
九
四
番
）
 
 

歳
暮
 
 

三
二
七
二
 
す
み
よ
し
の
岸
の
姫
松
ふ
り
に
け
る
 
い
つ
れ
の
よ
に
か
種
は
ま
き
剣
 
 
 

『
後
葉
集
』
 
の
詞
書
「
住
吉
を
よ
め
る
」
 
は
、
こ
の
集
の
撰
者
の
工
夫
で
あ
る
。
『
金
塊
集
』
 
の
詞
書
は
、
定
家
本
系
統
と
類
従
 
 

本
系
統
は
「
屏
風
苛
」
、
貞
享
本
系
統
は
「
屏
風
に
か
き
つ
け
侍
し
」
と
い
う
、
屏
風
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
 
 

を
、
類
題
私
撰
集
と
し
て
、
『
後
葉
集
』
 
は
、
歌
の
内
容
か
ら
、
こ
の
歌
を
「
住
吉
」
題
と
し
、
こ
の
詞
書
に
定
め
た
の
で
あ
る
。
 
 

の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
四
句
「
し
は
し
と
～
む
る
」
は
、
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
は
 
「
し
は
し
と
～
め
む
」
 
と
す
る
。
『
後
葉
 
 

集
』
 
の
 
「
し
は
し
と
～
む
る
」
も
、
貞
享
本
系
統
と
同
文
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
定
家
本
系
統
の
彰
考
・
内
甲
・
松
平
本
は
初
句
を
「
引
瑚
も
あ
へ
す
」
と
し
、
貞
享
本
系
統
の
青
山
本
は
、
「
と
り
」
の
 
 

「
り
」
 
の
右
に
 
「
め
ィ
」
 
と
校
合
し
て
い
る
。
こ
れ
は
定
家
本
系
統
内
で
の
本
文
変
化
で
、
『
後
葉
集
ゝ
 
に
関
わ
ら
な
い
が
、
貞
享
 
 

本
系
統
の
青
山
本
が
そ
の
本
文
を
校
合
し
て
い
る
事
実
は
、
注
目
さ
れ
る
。
 
 

そ
の
初
句
「
す
み
よ
し
の
」
を
、
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
と
貞
享
本
系
統
の
森
本
は
 
「
す
み
の
え
の
」
 
と
す
る
。
「
住
吉
」
「
住
 
 

（
鎌
倉
右
大
臣
二
二
二
六
七
番
）
 
 

住
吉
を
よ
め
る
 
 

29   
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の
江
」
 
い
ず
れ
と
も
詠
ま
れ
る
歌
枕
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
。
『
後
葉
集
』
 
は
貞
享
本
系
統
本
文
に
拠
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
詞
書
 
 

も
「
住
吉
」
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
貞
享
本
系
統
の
貞
享
・
上
田
両
本
は
「
イ
の
江
」
と
校
合
を
示
し
、
玉
里
本
は
「
住
吉
」
 
 

の
右
に
 
「
ス
ミ
ノ
エ
」
 
と
書
き
添
え
て
い
る
。
 
 
 

『
後
葉
菜
』
の
第
三
句
「
ふ
り
に
刷
引
」
は
、
独
自
異
文
で
あ
り
、
『
金
椀
集
』
諸
本
は
「
ふ
り
に
削
引
」
と
す
る
。
こ
こ
で
連
 
 

体
形
を
採
る
の
は
不
審
で
、
『
後
葉
集
』
 
の
誤
謬
と
見
て
よ
い
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
「
後
葉
集
』
 
の
本
文
が
 
『
金
塊
集
』
 
の
中
の
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
と
は
異
な
り
、
貞
享
本
系
統
と
合
致
 
 

す
る
、
と
い
う
こ
と
が
極
め
て
多
い
。
そ
れ
は
、
『
復
業
集
』
 
が
 
『
金
塊
集
』
 
の
貞
享
本
系
統
の
本
文
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

尤
も
、
『
後
葉
集
』
と
貞
享
本
系
統
と
類
従
本
系
統
の
三
者
が
定
家
本
系
統
と
対
立
す
る
異
文
を
持
つ
こ
と
が
、
多
く
は
な
い
に
 
 

せ
よ
、
無
い
で
も
な
い
。
さ
よ
う
な
例
を
二
・
三
、
検
討
し
て
お
く
。
 
 

（
鎌
倉
右
大
臣
・
一
九
七
九
番
）
 
 

（
海
辺
月
・
一
九
八
二
番
詞
書
）
 
 

一
九
八
三
 
す
ま
の
あ
ま
の
袖
ふ
き
か
へ
す
租
風
に
 
恨
て
更
る
秋
の
よ
の
つ
き
 
 
 

こ
の
歌
の
第
三
句
「
凰
風
に
」
を
、
定
家
本
系
統
『
金
椀
集
』
は
「
秋
射
吋
に
」
と
し
、
類
従
本
系
統
と
貞
享
本
系
統
は
、
『
後
 
 

リ
J
 
葉
集
』
と
同
様
、
「
楓
風
に
」
と
す
る
。
こ
の
歌
、
定
家
本
を
校
訂
し
た
日
本
古
典
全
書
『
金
塊
和
歌
集
』
は
「
貞
享
本
に
よ
っ
て
 
（
1
1
）
し
は
か
ぜ
 
『
し
ほ
風
に
』
 
と
し
た
」
と
断
っ
て
 
「
し
ほ
風
」
 
と
修
正
し
、
定
家
本
を
底
本
と
す
る
新
潮
古
典
集
成
『
金
塊
和
歌
集
』
 
は
「
塩
風
 
 

に
」
と
校
訂
し
て
「
校
異
一
覧
」
 
に
掲
げ
る
が
、
貞
享
版
本
を
底
本
と
す
る
大
系
本
は
、
そ
の
頭
注
に
「
こ
の
歌
が
、
も
し
『
旅
人
 
 

の
袖
ふ
き
か
へ
す
秋
風
に
夕
日
さ
び
し
き
山
の
か
け
は
し
』
 
（
新
古
今
巻
十
）
 
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
定
家
本
の
 
 

本
文
は
実
朝
の
原
作
に
ち
か
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
 
と
し
て
い
る
。
『
新
古
今
集
』
 
九
五
二
番
の
定
家
詠
 
（
詞
書
「
た
び
の
歌
 
 

と
て
よ
め
る
」
）
 
に
拠
る
詠
と
す
れ
ば
、
定
家
本
系
統
の
本
文
が
妥
当
で
あ
り
、
「
秋
か
ぜ
」
「
秋
の
夜
の
月
」
と
い
う
「
秋
」
 
の
語
 
 

の
重
出
を
歌
病
と
見
れ
ば
、
類
従
本
系
統
や
貞
享
本
系
統
の
本
文
が
妥
当
で
あ
る
。
定
家
本
系
統
の
 
「
秋
」
 
の
語
の
重
出
を
不
適
切
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三
五
二
 
ふ
り
つ
も
る
雪
ふ
む
磯
の
濱
千
鳥
 
浪
に
し
ほ
れ
て
夜
半
に
鳴
也
 
 

の
第
四
句
と
の
関
連
で
、
誤
っ
た
か
、
改
め
た
か
、
本
文
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
 
 
因
み
に
、
こ
ち
ら
の
歌
は
、
定
家
本
系
統
 
 

（
三
一
六
番
）
 
も
類
従
本
系
統
（
三
二
八
番
）
 
も
「
浪
に
し
ほ
れ
て
」
 
で
あ
る
 
。
そ
の
本
文
が
 
『
後
葉
集
』
 
に
継
承
さ
れ
た
わ
 
 

け
で
あ
る
。
類
従
本
系
統
が
こ
れ
を
「
浪
に
し
を
れ
て
」
と
す
る
の
は
、
恋
歌
に
見
え
る
「
波
に
し
を
れ
て
」
 
（
新
古
今
集
・
良
経
 
 

歌
・
一
一
四
一
番
等
）
・
「
波
に
し
を
る
る
」
 
（
正
治
初
度
百
首
・
式
子
内
親
王
歌
二
一
七
八
番
。
同
・
季
経
歌
・
九
七
九
番
等
）
 
と
 
 

い
う
表
現
を
採
っ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
単
に
「
多
」
 
の
草
体
を
片
仮
名
の
 
「
ニ
」
 
と
誤
っ
た
か
、
貞
享
本
系
統
本
文
に
拠
っ
て
 
 

校
訂
し
た
も
の
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
っ
て
、
定
家
本
系
統
か
ら
頬
従
本
系
統
へ
、
そ
し
て
貞
享
本
系
統
へ
と
、
そ
れ
ら
が
縦
の
関
係
 
 

に
あ
る
と
見
る
必
要
は
な
い
。
因
み
に
、
『
夫
木
抄
』
は
定
家
本
系
統
『
金
塊
集
』
と
同
文
で
、
「
剰
劃
し
ほ
れ
て
」
と
い
う
本
文
 
 

で
あ
る
。
 
 

と
見
て
修
正
し
た
の
が
貞
享
本
系
統
・
類
従
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
い
ず
れ
が
先
行
す
る
か
と
い
え
ば
、
類
従
本
 
 

系
統
の
成
立
に
貞
享
本
系
統
が
与
っ
た
こ
と
は
「
一
本
及
印
本
所
載
歌
」
 
の
追
加
で
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
も
、
類
従
本
 
 

系
統
は
貞
享
本
系
統
に
よ
り
校
訂
し
た
可
能
性
が
高
い
。
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
・
貞
享
本
系
統
と
縦
に
並
ぶ
と
考
え
る
必
要
 
 

は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
は
、
『
後
葉
集
』
が
貞
享
本
系
統
本
文
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
判
断
に
抵
触
す
る
例
で
は
な
い
。
 
 

（
鎌
倉
右
大
臣
・
二
五
三
五
番
）
 
 
 

（
千
鳥
・
二
五
二
五
番
詞
書
）
 
 

二
五
三
七
 
夕
附
夜
み
つ
塩
あ
ひ
の
か
た
ほ
な
み
 
射
み
灯
し
ほ
れ
て
鳴
千
鳥
哉
 
 

の
第
四
句
を
定
家
本
系
統
は
「
な
l
釦
ね
し
ほ
れ
て
」
と
す
る
が
、
他
は
「
楓
灯
し
ほ
れ
て
」
（
類
従
本
二
拠
ル
）
 
で
あ
る
。
貞
草
本
 
 

系
統
の
中
に
、
「
磯
に
」
と
す
る
筑
波
本
、
「
波
」
 
に
 
「
磯
」
と
い
う
異
文
注
記
を
す
る
貞
享
・
上
田
・
玉
里
本
な
ど
の
伝
本
が
あ
る
 
 

が
（
類
従
本
系
統
の
犬
井
本
に
も
、
こ
の
異
文
注
記
が
あ
る
）
、
「
閻
灯
し
ほ
れ
て
」
も
、
定
家
本
系
統
の
「
涙
」
に
対
立
す
る
異
文
 
 

で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
。
「
な
み
に
」
 
の
異
文
は
、
貞
享
本
系
統
が
、
そ
の
編
纂
に
際
し
て
、
直
前
に
配
し
た
。
 
 

（
千
鳥
・
三
五
一
番
詞
書
）
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一
八
七
 
春
は
ま
つ
若
菜
つ
ま
ん
と
し
め
置
し
 
の
へ
と
も
み
え
す
雪
は
ふ
り
つ
～
 
 
 

『
後
葉
集
』
 
で
は
一
七
五
番
か
ら
二
二
〇
番
ま
で
「
若
菜
」
題
の
歌
が
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
詞
書
が
 
「
雪
中
若
菜
」
 
で
あ
る
た
 
 

め
、
引
用
歌
の
詞
書
を
こ
の
よ
う
に
示
し
た
が
、
一
七
五
番
以
後
が
全
て
「
雪
中
若
菜
」
 
の
歌
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
続
く
一
七
六
 
 

番
は
「
屏
風
絵
に
わ
か
な
つ
む
と
こ
ろ
を
」
と
い
う
実
朝
歌
で
、
以
後
、
こ
の
詞
書
で
「
若
菜
」
歌
が
並
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
 
 
 

同
（
実
朝
卿
二
一
九
六
三
番
）
 
 
 

寄
金
恋
 
 

二
九
七
〇
 
金
ほ
る
み
ち
の
く
山
に
立
民
の
 
命
も
し
ら
ぬ
恋
も
す
る
諷
 
 

の
第
五
句
「
恋
も
す
る
哉
」
は
、
『
金
塊
集
』
で
は
、
定
家
本
系
統
の
み
「
こ
ひ
も
す
る
封
引
」
と
す
る
（
貞
草
本
系
統
初
雁
本
は
 
 

落
丁
の
た
め
こ
の
歌
を
欠
く
）
。
終
助
詞
「
か
も
」
は
古
代
讃
に
だ
け
見
ら
れ
、
平
安
以
降
は
原
則
的
に
「
か
な
」
で
あ
る
わ
け
で
、
 
 

定
家
本
で
い
う
と
、
『
万
葉
集
』
 
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
実
朝
が
意
識
的
に
こ
の
語
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
類
従
本
 
 

系
統
は
 
「
か
な
」
と
改
め
、
貞
享
本
系
統
も
同
じ
修
正
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
書
承
関
係
の
有
無
は
、
分
か
ら
な
い
。
『
夫
 
 

木
抄
』
が
「
こ
ひ
も
す
る
射
料
」
と
す
る
の
は
、
定
家
本
系
統
以
外
の
『
金
塊
集
』
に
拠
っ
た
こ
と
に
な
る
。
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
貞
享
本
系
統
と
類
従
本
系
統
が
同
文
で
 
『
後
葉
集
』
 
も
そ
の
二
系
統
の
本
文
と
合
致
し
、
定
家
本
系
統
の
本
文
 
 

と
は
対
立
す
る
、
と
い
う
例
が
少
々
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
数
量
的
に
は
ご
く
少
な
く
、
定
家
本
系
統
か
ら
類
従
本
系
統
へ
、
更
 
 

に
貞
草
本
系
統
へ
、
と
い
う
本
文
の
流
れ
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
、
さ
よ
う
な
本
文
異
同
が
見
ら
れ
る
箇
所
で
も
、
『
後
 
 

葉
集
』
 
は
、
貞
草
本
系
統
と
同
じ
本
文
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
が
、
『
金
塊
集
』
 
の
貞
享
本
系
統
に
拠
っ
て
お
り
、
定
家
本
系
統
や
類
従
本
系
統
に
依
拠
し
て
い
る
わ
 
 

け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
本
文
異
同
の
検
討
か
ら
も
、
明
ら
か
に
で
き
た
。
そ
の
貞
享
本
系
統
諸
伝
本
の
本
文
と
『
後
 
 

葉
集
』
 
の
本
文
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
後
葉
集
』
 
の
撰
歌
に
関
与
し
た
本
文
が
、
い
ま
少
し
限
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

（
雪
中
若
菜
・
一
七
五
番
詞
書
）
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こ
の
歌
の
第
二
句
を
『
後
葉
集
』
 
の
ご
と
く
「
と
し
ふ
れ
ぬ
」
と
す
る
の
は
、
前
の
例
と
違
っ
て
、
『
金
椀
集
』
貞
享
本
系
統
で
は
 
 

高
松
・
神
宮
・
青
山
・
書
陵
・
内
乙
で
、
他
の
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
・
貞
享
本
系
統
貞
享
本
と
真
淵
評
語
諸
本
は
「
引
引
対
 
 

拙
副
」
と
す
る
（
初
雁
本
は
こ
の
歌
を
欠
く
）
。
顆
従
本
系
統
の
犬
井
本
が
「
う
ら
ふ
る
ゝ
」
と
す
る
が
、
「
と
し
ふ
れ
ぬ
」
に
対
立
 
 

す
る
異
文
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
。
ま
た
、
第
四
句
「
封
や
引
立
に
し
」
を
、
貞
享
本
系
統
版
本
・
真
淵
評
語
本
諸
本
（
森
 
3
3
 
 
 

な
お
、
末
句
「
雪
は
ふ
り
つ
ゝ
」
は
『
後
棄
集
』
独
自
文
で
、
『
金
塊
集
』
 
や
『
新
千
載
集
』
 
は
「
ゆ
き
の
ふ
れ
ゝ
ば
」
と
し
て
 
 

い
る
。
こ
の
集
に
至
る
間
の
、
あ
る
い
は
こ
の
集
に
お
け
る
、
憲
改
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
『
復
業
集
』
が
貞
享
本
系
統
の
貞
享
版
本
と
真
淵
評
語
本
と
の
み
共
通
異
文
を
持
つ
こ
と
は
、
多
く
は
な
い
が
、
 
 

皆
無
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
『
後
葉
集
』
 
が
貞
享
版
本
の
本
文
に
近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 

同
（
実
朝
卿
・
二
九
六
三
番
）
 
 

寄
衣
恋
 
 

の
「
屏
風
絵
に
わ
か
な
つ
む
と
こ
ろ
を
」
 
と
い
う
詞
書
も
、
こ
の
歌
群
全
歌
の
詞
書
と
は
言
い
が
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
後
 
 

葉
集
』
 
で
は
、
こ
の
「
若
菜
」
題
の
歌
群
に
は
詞
書
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
問
題
に
関
わ
る
の
だ
が
、
こ
の
歌
の
詞
書
は
、
『
金
塊
集
』
の
定
家
本
系
統
は
「
は
る
の
は
し
め
に
ゆ
き
の
ふ
る
を
よ
め
る
」
、
 
 

顆
従
本
系
統
も
同
文
（
大
井
本
は
「
春
の
は
し
め
に
雪
釘
降
を
」
）
、
貞
享
本
系
統
の
貞
享
本
版
本
と
真
淵
評
語
本
諸
本
は
「
春
の
は
 
 

し
め
」
、
高
松
・
神
宮
・
青
山
・
書
陵
・
内
乙
本
は
 
「
春
の
は
し
め
に
雪
の
ふ
る
を
見
て
」
 
で
あ
る
。
『
金
椀
集
』
 
で
は
 
「
雪
」
 
の
歌
 
 

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
貞
享
版
本
と
真
淵
評
語
本
諸
本
が
同
一
の
本
文
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
歌
の
初
句
は
、
『
後
葉
集
』
・
貞
享
版
本
・
真
淵
評
語
本
諸
本
は
引
用
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
貞
享
本
系
統
の
残
り
の
本
、
高
 
 

松
・
神
宮
・
青
山
・
書
陵
・
内
乙
は
、
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
と
同
文
で
、
「
春
丹
〕
吼
」
と
あ
る
。
『
新
千
載
集
』
が
こ
の
歌
 
 

を
「
春
は
ま
づ
」
 
の
形
で
入
集
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
 
（
二
九
番
）
、
「
は
ま
つ
」
 
と
異
文
注
記
す
る
伝
本
も
多
い
。
と
に
か
く
 
 

『
後
葉
集
』
 
の
こ
の
歌
の
初
句
は
貞
享
版
本
・
真
淵
評
語
本
と
同
文
で
、
貞
享
本
系
統
の
中
の
高
松
・
神
宮
・
青
山
・
書
陵
・
内
乙
 
 

等
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
五
木
は
こ
こ
で
は
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
本
文
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

二
九
七
二
 
忘
ら
る
～
身
は
と
し
ふ
れ
ぬ
唐
衣
 
さ
て
も
立
に
し
名
こ
そ
情
け
れ
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本
を
除
く
）
は
「
き
て
も
た
ち
に
し
」
と
す
る
。
こ
の
歌
の
修
辞
を
見
る
と
、
大
系
本
の
補
注
が
「
『
唐
衣
き
て
』
ま
で
が
、
『
た
ち
』
 
 

の
序
。
た
だ
し
、
『
き
て
も
』
 
は
定
家
本
等
で
は
 
『
さ
て
も
』
 
と
あ
る
。
『
さ
て
も
』
 
な
ら
ば
、
『
唐
衣
』
 
は
直
接
『
た
ち
』
 
に
か
か
 
 

こ
の
歌
の
第
二
句
は
、
『
金
塊
集
』
諸
本
全
て
 
「
よ
も
の
神
た
ち
」
と
あ
り
、
『
後
葉
集
』
 
の
独
自
文
で
あ
る
。
第
三
句
「
あ
つ
ま
 
 

れ
る
」
も
、
貞
享
本
系
統
の
青
陵
本
が
 
「
集
ま
れ
る
」
 
と
し
 
「
る
」
 
の
右
に
「
り
イ
」
と
校
合
す
る
以
外
は
、
す
べ
て
 
「
あ
つ
ま
れ
 
 

引
」
と
あ
り
、
『
後
葉
集
ゝ
独
自
文
で
あ
る
。
問
題
は
第
五
句
で
、
貞
享
本
と
真
淵
評
語
本
諸
本
の
み
「
剖
U
（
尉
）
 
口
向
く
し
て
」
 
 

と
す
る
。
森
本
は
「
矧
高
く
し
て
」
と
し
右
に
「
き
ゝ
タ
ン
」
と
『
群
書
類
従
』
の
本
文
を
注
記
し
て
い
る
。
「
岸
」
を
「
峰
」
ヒ
、
 
 

似
た
漢
字
を
誤
っ
た
の
で
あ
る
。
貞
享
本
が
 
「
き
し
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
系
本
の
頭
注
に
 
「
高
天
の
原
の
河
原
の
岸
を
 
 

た
か
く
し
て
の
意
か
。
あ
る
い
は
 
『
き
し
』
 
は
 
『
き
～
』
 
の
誤
写
か
」
 
と
し
、
補
注
で
「
万
葉
巻
二
に
 
『
久
方
の
天
の
河
原
に
八
百
 
 

万
千
よ
ろ
づ
神
の
神
つ
ど
ひ
』
 
と
あ
る
か
ら
、
高
天
の
原
は
河
原
だ
と
思
っ
て
 
『
岸
』
 
と
い
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
定
 
 

家
本
の
方
で
は
 
『
き
ぎ
高
く
し
て
』
 
と
あ
る
」
 
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
歌
惹
か
ら
見
て
、
「
木
々
高
く
し
て
」
と
い
う
本
文
 
 

が
妥
当
で
あ
る
 
 
『
夫
木
抄
』
 
も
「
き
ぎ
」
 
と
す
る
ト
旬
 
い
ず
れ
に
せ
よ
、
貞
享
本
系
統
の
中
で
も
高
松
・
神
宮
・
青
山
・
 
 

書
陵
・
内
乙
の
グ
ル
ー
プ
は
 
「
き
ゞ
高
く
し
て
」
 
の
本
文
で
あ
り
、
「
復
業
集
』
 
は
そ
れ
に
拠
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

る
枕
詞
」
と
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
は
「
う
ら
」
「
か
ら
衣
」
「
た
ち
」
を
縁
語
と
し
、
貞
享
本
系
 
 

統
の
高
松
・
神
宮
・
青
山
・
書
陵
・
内
乙
は
 
「
か
ら
衣
」
「
た
ち
」
を
縁
語
と
し
、
貞
享
版
本
と
真
淵
評
語
本
諸
本
は
 
「
う
ら
」
「
か
 
 

ら
衣
」
「
き
」
「
た
ち
」
を
縁
語
と
す
る
わ
け
で
、
い
ず
れ
の
本
文
も
「
寄
衣
恋
」
 
の
歌
題
に
関
わ
り
、
妥
当
で
あ
る
。
貞
享
本
系
統
 
 

貞
草
本
版
本
や
真
淵
評
語
本
は
、
「
き
て
も
」
と
本
文
を
変
え
る
こ
と
で
縁
語
を
さ
ら
に
複
雑
に
し
た
の
で
あ
り
、
高
松
本
の
グ
ル
ー
 
 

プ
は
、
「
と
し
ふ
れ
ぬ
」
と
す
る
こ
と
で
縁
語
関
係
を
削
減
し
た
の
で
あ
る
。
『
後
葉
集
』
 
は
そ
の
高
松
本
グ
ル
ー
プ
の
本
文
を
受
け
 
 

（
u
）
 

（
迅
）
 
 

継
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
よ
う
な
例
の
方
が
前
の
よ
う
な
例
よ
り
多
い
の
で
あ
る
。
『
続
後
撰
集
』
 
と
 
『
秋
風
集
』
 
に
 
 

も
こ
の
歌
が
載
る
が
、
共
に
、
「
う
ら
ぶ
れ
ぬ
」
「
さ
て
も
」
と
い
う
本
文
で
、
定
家
本
系
統
と
同
じ
歌
形
で
あ
る
。
 
 

同
（
鎌
倉
右
大
臣
・
三
二
六
〇
番
）
 
 

（
神
祇
二
二
二
六
〇
番
詞
書
）
 
 

三
二
六
二
 
や
を
よ
ろ
つ
よ
の
神
逢
そ
あ
つ
ま
れ
る
 
た
か
ま
の
原
に
き
～
た
か
く
し
て
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（
実
朝
公
・
三
二
九
七
番
）
 
 
 

（
神
祇
・
三
二
六
〇
番
詞
書
）
 
 

三
三
〇
一
 
か
み
つ
け
の
せ
た
の
あ
か
き
の
か
ら
社
 
や
ま
と
に
い
か
て
跡
を
た
れ
け
ん
 
 
 

こ
の
歌
の
第
三
句
の
「
か
ら
社
」
が
、
可
．
金
棟
集
』
 
の
貞
草
本
系
統
の
貞
事
・
上
田
・
筑
波
・
初
雁
・
玉
里
・
森
本
と
類
従
本
系
 
 

統
で
は
、
「
神
や
し
ろ
」
と
な
っ
て
い
る
。
神
宮
本
は
「
か
し
社
」
と
し
右
に
「
ミ
欺
」
と
注
記
す
る
。
そ
の
他
の
諸
本
は
「
か
ら
 
 

社
」
と
す
る
 
（
『
夫
木
抄
』
も
）
。
大
系
本
補
注
に
「
赤
城
山
神
杜
を
？
か
ら
杜
』
と
い
っ
た
根
拠
は
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
あ
る
よ
 
 

う
に
、
そ
の
表
現
の
正
当
性
は
判
然
と
し
な
い
が
、
定
家
本
系
統
と
貞
享
本
系
統
の
高
松
・
青
山
・
書
陵
・
内
乙
等
は
、
「
大
和
」
 
 

か
ら
 
 

に
 
「
韓
」
を
対
比
さ
せ
た
歌
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
異
文
は
、
「
か
ら
」
 
の
 
「
ら
」
を
片
仮
名
の
「
ミ
」
と
誤
っ
た
 
 

だ
け
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
『
群
書
類
従
』
 
の
版
本
等
が
 
「
か
ミ
」
 
と
表
記
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
い
 
 

ず
れ
に
せ
よ
、
『
後
葉
集
』
 
は
、
「
か
ら
社
」
 
と
す
る
定
家
本
系
統
や
貞
享
本
系
統
の
高
松
・
青
山
・
吾
陵
・
内
乙
の
グ
ル
ー
プ
の
本
 
 

文
を
受
け
継
い
で
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

（
鎌
倉
右
大
臣
・
一
四
〇
五
番
）
 
 

（
初
秋
・
一
四
〇
五
番
詞
書
）
 
 

一
四
〇
七
 
秋
は
は
や
来
に
け
る
も
の
を
大
方
の
 
野
に
も
山
に
も
露
そ
置
な
る
 
 

こ
の
歌
の
場
合
、
歌
に
は
異
文
が
な
い
が
、
詞
書
「
初
秋
」
が
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
 
 
 

『
金
税
集
』
 
の
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
と
貞
草
本
系
統
の
貞
享
・
上
田
・
筑
波
・
初
雁
・
玉
里
・
森
本
は
、
こ
の
歌
の
詞
書
 
 

を
「
白
露
」
 
と
す
る
。
確
か
に
こ
の
歌
は
 
「
露
」
 
の
歌
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
貞
享
本
系
統
の
高
松
・
神
宮
・
青
山
・
書
陵
・
内
乙
 
 

の
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
歌
に
詞
書
が
無
く
、
二
百
前
の
一
八
五
番
の
歌
の
 
「
初
秋
の
う
た
と
て
」
 
（
高
松
二
拠
ル
）
 
と
い
う
詞
書
の
歌
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
検
討
す
る
た
め
に
、
貞
草
本
系
統
貞
享
版
本
の
本
文
を
示
し
、
『
後
葉
集
』
 
の
歌
番
号
を
添
え
て
み
る
。
 
 

初
秋
歌
 
 

一
八
五
 
野
と
な
り
て
あ
と
は
た
え
に
し
ふ
か
草
の
 
霹
の
や
と
り
に
秋
は
き
に
け
り
 
 

一
八
六
 
す
む
人
も
な
き
宿
な
れ
と
萩
の
は
の
 
露
を
尋
て
秋
は
来
に
け
り
 
 

白
雷
 
 

（
後
葉
集
）
 
 

（
一
四
〇
五
番
）
 
 

（
一
四
〇
六
番
）
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（
一
四
〇
七
番
）
 
 
 

一
八
七
 
秋
は
1
や
き
に
け
る
も
の
を
大
か
た
の
 
野
に
も
山
に
も
富
そ
を
く
な
る
 
 

（
一
四
〇
八
番
）
 
 

一
八
八
 
今
よ
り
は
涼
し
く
な
り
ぬ
日
く
ら
し
の
 
な
く
山
か
け
に
あ
き
の
ゆ
ふ
風
 
 

前
述
の
よ
う
に
、
貞
草
本
系
統
の
高
松
・
神
宮
・
青
山
・
嘗
陵
・
内
乙
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
白
露
」
と
い
う
詞
書
を
示
さ
な
い
。
『
後
 
 

葉
集
』
は
、
そ
の
よ
う
な
本
文
か
ら
一
八
五
番
以
下
一
八
八
番
ま
で
を
「
初
秋
」
の
詞
書
で
採
り
、
そ
の
後
に
、
貞
享
本
系
統
で
少
々
 
 

後
方
に
載
る
「
秋
の
は
じ
め
に
よ
め
る
」
 
の
歌
群
中
の
、
 
 
 

一
九
三
 
久
か
た
の
天
の
河
原
を
う
ち
な
か
め
 
い
つ
か
と
待
し
秋
も
来
に
け
り
 
 

の
歌
を
も
こ
の
詞
書
の
も
と
の
歌
と
し
て
ま
と
め
て
入
れ
て
、
一
四
〇
九
番
と
し
て
配
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

一
八
七
番
に
 
「
白
露
」
と
い
う
詞
書
が
あ
る
貞
享
版
本
の
ご
と
き
本
文
で
あ
れ
ば
、
猿
題
歌
集
で
あ
る
 
『
後
葉
集
』
 
と
し
て
は
、
 
 

安
易
に
一
八
五
番
か
ら
一
八
八
番
ま
で
を
「
初
秋
」
 
と
整
理
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
高
松
本
等
の
グ
ル
ー
プ
 
 

の
ご
と
き
「
白
露
」
 
と
い
う
詞
書
を
載
せ
な
い
本
文
に
拠
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
処
置
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
 
 

一
八
七
番
の
そ
の
 
「
白
露
」
と
い
う
詞
書
は
、
高
松
本
等
の
グ
ル
ー
プ
に
至
る
間
に
脱
落
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
 
 

続
く
一
八
八
番
の
歌
は
、
「
裔
」
を
詠
ん
だ
歌
で
は
な
く
、
「
今
よ
り
は
涼
し
く
な
り
ぬ
」
と
詠
ん
で
お
り
、
一
八
五
番
の
詞
書
に
示
 
 

さ
れ
て
い
る
「
初
秋
」
の
歌
で
あ
る
の
だ
か
ら
。
貞
享
版
本
等
の
本
文
は
、
も
と
も
と
高
松
本
等
の
ご
と
き
本
文
で
あ
っ
た
も
の
に
、
 
 

後
に
、
こ
の
一
八
七
番
の
た
め
だ
け
に
、
歌
材
に
合
っ
た
「
白
露
」
 
と
い
う
詞
書
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
辿
る
時
、
『
後
葉
集
』
は
貞
享
本
系
統
の
高
松
・
神
宮
・
青
山
・
書
陵
・
内
乙
等
の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
に
拠
っ
て
成
っ
 
 

た
、
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
貞
享
版
本
の
本
文
は
、
そ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
の
後
に
成
っ
た
、
と
見
て
よ
い
の
で
あ
る
。
 
 

真
淵
評
語
本
の
系
列
の
本
文
が
更
に
そ
の
後
に
貞
享
版
本
に
拠
っ
て
成
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 
 

『
後
菓
集
』
所
載
実
朝
歌
は
、
『
金
塊
集
』
貞
享
本
系
統
の
中
の
高
松
・
神
宮
・
青
山
・
書
陵
・
内
乙
の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
に
近
 
 

く
、
貞
享
版
本
や
真
淵
評
語
本
の
本
文
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
た
が
、
実
は
、
そ
の
五
本
の
グ
ル
ー
プ
 
 

の
中
で
も
、
特
に
青
山
本
の
本
文
に
近
い
の
で
あ
る
。
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る
に
、
貞
享
本
系
統
の
青
山
本
と
貞
享
版
本
・
真
淵
評
語
本
諸
本
で
は
「
花
に
こ
ほ
れ
る
」
 
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
、
定
家
本
系
 
 

統
以
下
の
、
凍
っ
た
霜
が
解
け
て
太
陽
に
乾
き
き
ら
な
い
露
が
梅
の
花
に
「
こ
ぼ
る
る
」
 
と
い
う
本
文
が
妥
当
で
あ
る
。
貞
芋
版
本
 
 

こ
ば
 
 

等
の
 
「
こ
ほ
れ
る
」
 
で
は
、
第
二
句
と
語
句
が
重
な
り
、
「
露
が
花
に
凍
っ
て
し
ま
う
」
 
で
は
歌
意
を
な
さ
な
い
。
零
れ
る
の
意
の
 
 

「
こ
ぼ
る
る
」
を
「
こ
ぼ
れ
る
」
と
読
み
あ
る
い
は
転
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
を
濁
点
を
付
さ
ず
に
書
写
す
る
わ
け
で
、
「
こ
 
 

ほ
れ
る
」
と
い
う
本
文
に
な
る
。
こ
れ
は
、
歌
で
は
、
当
然
、
「
凍
れ
る
」
 
の
意
味
に
な
る
。
そ
こ
に
意
味
の
甑
際
が
生
じ
る
、
と
 
 

い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
下
二
段
動
詞
「
こ
ぼ
る
」
 
の
語
が
 
「
こ
ぼ
れ
る
」
と
下
一
段
活
用
の
言
葉
に
変
化
し
た
近
世
以
降
な
 
 

ら
生
じ
る
混
乱
で
あ
る
。
こ
の
異
文
は
、
そ
の
頃
以
降
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
青
山
本
の
、
そ
し
て
 
『
後
葉
集
』
 
の
本
文
 
 

の
形
成
は
、
い
さ
さ
か
時
期
が
降
る
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

青
山
本
は
、
そ
の
貞
享
版
本
と
同
じ
異
文
を
持
つ
の
で
あ
る
。
『
後
葉
集
』
は
、
そ
の
青
山
本
の
ご
と
き
本
文
を
、
「
花
町
」
と
係
 
 

り
結
び
と
す
る
修
正
を
試
み
て
、
入
集
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
「
露
の
花
割
こ
ほ
れ
る
」
と
い
う
本
文
で
も
、
誤
謬
は
修
正
で
 
 

き
て
は
い
な
い
が
。
因
み
に
、
貞
享
版
本
を
底
本
と
す
る
大
系
本
は
、
理
由
を
付
さ
な
い
が
、
「
類
・
走
ニ
ヨ
リ
改
ム
」
 
と
、
貞
享
 
 

版
本
の
本
文
を
退
け
て
、
類
従
本
系
統
ヒ
定
家
本
系
統
の
本
文
に
拠
っ
て
修
正
し
て
い
る
。
 
 

同
（
鎌
倉
右
大
臣
二
一
七
七
七
番
）
 
 
 

閑
居
雪
 
 

真
淵
評
語
本
の
森
本
と
は
 
「
花
に
こ
ほ
る
1
」
 
と
す
る
。
『
東
撰
和
歌
六
帖
』
群
書
類
従
本
も
「
花
に
こ
ほ
る
ゝ
」
と
す
る
。
し
か
 
 

ら
さ
ひ
し
と
も
」
と
す
る
が
、
青
山
本
・
神
宮
本
・
貞
享
版
本
・
真
淵
評
語
本
は
『
後
葉
菜
』
と
同
様
「
空
さ
ひ
し
と
も
」
と
す
る
。
 
 

こ
こ
で
も
、
森
本
は
定
家
本
系
統
等
と
同
じ
本
文
で
あ
る
。
「
う
ら
さ
び
し
」
 
「
そ
ら
さ
び
し
」
 
い
ず
れ
も
歌
意
は
通
じ
、
矛
盾
は
な
 
 

二
八
三
 
梅
か
え
に
こ
は
れ
る
霜
や
と
け
ぬ
ら
ん
 
ほ
し
あ
へ
ぬ
露
の
花
そ
こ
ほ
れ
る
 
 

『
復
業
集
』
の
歌
の
第
五
句
を
、
『
金
椀
集
』
の
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
と
貞
享
本
系
統
の
中
の
高
松
・
神
宮
・
書
陵
・
内
乙
 
 

二
七
八
〇
 
古
郷
は
空
さ
ひ
し
と
も
な
き
も
の
を
 
よ
し
の
ゝ
お
く
の
雪
の
夕
く
れ
 
 

の
第
二
句
「
空
さ
ひ
し
と
も
」
を
、
『
金
椀
集
』
の
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
と
貞
享
本
系
統
の
中
の
高
松
・
書
陵
・
内
乙
は
「
引
 
 

同
 
（
実
朝
卿
二
一
八
二
番
）
 
 

（
梅
花
二
一
八
二
番
）
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青
山
本
・
神
宮
本
・
貞
享
版
本
・
真
淵
評
語
本
諸
本
 
（
森
本
を
除
く
）
 
は
、
「
う
ら
か
れ
て
」
 
と
、
『
復
業
集
』
 
と
同
文
で
あ
る
。
大
 
 

系
本
頭
注
が
、
「
う
ら
が
れ
て
」
 
に
関
し
て
、
「
草
木
の
葉
末
の
枯
れ
る
こ
と
。
こ
こ
は
旅
衣
の
こ
と
を
い
う
の
だ
か
ら
、
少
し
無
理
 
 

な
用
い
方
で
あ
る
。
定
家
本
等
の
 
『
う
ら
ぶ
れ
て
」
 
と
あ
る
本
文
に
従
う
方
が
よ
い
」
と
す
る
の
が
妥
当
な
判
断
で
あ
る
。
真
淵
評
 
 

語
本
諸
本
の
上
田
本
に
「
う
ら
ふ
れ
て
欺
」
、
筑
波
本
に
 
「
ふ
欺
」
、
初
雁
本
に
 
「
う
ら
ふ
れ
て
か
」
、
玉
里
本
に
「
ら
か
」
 
の
右
に
 
 

「
ち
ふ
」
な
ど
と
注
記
が
あ
る
の
は
、
真
淵
も
貞
享
版
本
の
「
う
ら
か
れ
て
」
と
い
う
本
文
に
疑
問
を
呈
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 

『
複
葉
集
』
 
は
、
青
山
本
や
貞
享
版
本
等
と
同
じ
そ
の
「
う
ら
か
れ
て
」
と
い
う
本
文
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
青
山
本
は
基
本
的
に
は
貞
享
本
系
統
中
の
高
松
・
神
宮
・
書
陵
・
内
乙
等
と
共
通
本
文
を
持
ち
、
 
 

そ
れ
ら
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
時
に
貞
享
版
本
や
真
淵
評
語
本
諸
本
の
方
と
共
通
す
る
異
文
を
持
ち
、
そ
の
異
文
が
 
 

ロ
．
後
葉
菜
』
 
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
異
文
が
定
家
本
系
統
や
類
従
本
系
統
と
対
立
す
る
異
文
な
の
で
あ
る
。
こ
 
 

の
事
実
を
知
る
と
、
『
後
妻
集
』
 
と
青
山
本
の
ご
と
き
本
文
と
の
関
係
の
深
さ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
稿
者
の
調
査
伝
本
が
多
く
 
 

な
く
、
従
っ
て
青
山
本
そ
の
も
の
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
に
し
て
も
。
例
は
省
略
す
る
が
、
以
上
に
検
討
し
た
よ
う
な
、
定
家
 
 

本
系
統
と
貞
享
本
系
統
の
中
の
高
松
・
神
宮
・
書
陵
・
内
乙
と
の
本
文
が
同
文
で
（
多
く
は
類
従
本
系
統
も
同
文
）
、
高
松
・
書
陵
・
 
 

内
乙
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
青
山
本
に
異
文
が
あ
り
、
そ
の
異
文
が
貞
享
版
本
と
真
淵
評
語
諸
本
と
合
致
す
る
、
と
い
う
例
は
か
な
り
 
 

多
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
三
句
を
、
『
金
塊
集
』
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
と
貞
享
本
系
統
の
高
松
・
書
陵
・
内
乙
・
森
本
は
「
う
ら
ふ
れ
て
」
と
す
る
。
 
 

い
。
但
し
、
「
そ
ら
さ
び
し
」
 
の
例
は
古
い
歌
に
は
殆
ど
な
い
。
「
そ
ら
」
 
の
「
そ
」
を
「
う
」
と
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
青
山
・
 
 

神
宮
本
は
、
そ
の
貞
享
版
本
等
と
同
文
で
あ
り
、
『
後
葉
集
』
 
は
そ
れ
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

罷
中
鹿
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

三
一
一
五
 
た
ひ
衣
す
そ
の
～
虜
に
う
ら
か
れ
て
 
日
も
夕
凪
に
鹿
そ
喝
な
る
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の
花
を
散
り
捨
て
る
ま
で
君
が
来
な
い
」
 
で
は
、
歌
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
諸
伝
本
の
 
「
梅
の
花
散
り
過
ぐ
る
ま
で
君
 
 

が
釆
ま
さ
ぬ
」
 
（
校
訂
）
 
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
「
す
く
る
」
 
の
 
「
く
」
 
の
連
綿
を
似
た
字
体
の
 
「
つ
」
と
誤
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

因
み
に
、
貞
享
版
本
と
上
田
本
と
は
 
「
敬
す
へ
る
ま
て
L
と
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
、
「
く
」
を
「
へ
」
と
誤
っ
た
わ
け
で
あ
る
 
 

し
。
『
後
葉
集
』
 
で
は
、
そ
の
青
山
本
の
ご
と
き
「
す
つ
る
」
と
い
う
誤
謬
に
 
「
捨
」
 
と
漢
字
が
宛
て
て
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
所
 
 

拠
本
の
段
階
で
宛
て
ら
れ
た
か
、
『
後
葉
集
』
 
そ
の
も
の
の
成
立
時
に
宛
て
ら
れ
た
か
、
『
後
葉
集
』
 
の
転
写
の
間
に
宛
て
ら
れ
た
か
 
 

は
、
い
ま
は
判
ら
な
い
。
 
 

（
鎌
倉
右
大
臣
・
一
四
〇
五
番
）
 
 

（
初
秋
・
一
四
〇
五
番
詞
書
）
 
 

一
四
〇
九
 
久
か
た
の
天
の
河
原
を
う
ち
な
か
め
 
い
つ
か
と
旦
し
秋
も
き
に
け
り
 
 

と
い
う
の
が
、
『
後
棄
集
』
 
の
本
文
で
あ
り
、
『
金
塊
集
』
 
の
青
山
本
も
、
表
記
に
差
異
が
あ
る
だ
け
で
、
同
文
で
あ
る
。
但
し
、
青
 
 

山
本
は
、
第
四
句
を
「
い
つ
か
と
た
ち
し
」
と
し
、
「
た
」
 
の
右
に
 
「
ま
か
」
 
と
注
記
す
る
。
し
か
る
に
、
他
の
 
『
金
椀
集
』
諸
本
 
 

は
全
て
、
第
四
句
を
「
い
つ
か
と
ま
ち
 
（
待
）
 
し
」
と
す
る
。
『
金
塊
集
』
諸
伝
本
は
詞
書
を
「
秋
の
は
じ
め
に
よ
め
る
」
と
す
る
 
 

「
初
秋
」
の
歌
で
あ
り
、
「
矧
卸
し
秋
」
で
あ
れ
「
且
執
し
秋
」
で
あ
れ
、
矛
盾
は
な
い
。
し
か
し
。
「
い
つ
か
と
」
と
あ
る
か
ら
に
 
 

は
、
こ
こ
は
、
「
待
つ
」
 
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
例
え
ば
、
 
 

青
山
本
と
 
『
後
葉
集
』
 
に
の
み
他
の
伝
本
と
対
立
す
る
共
通
異
文
が
幾
つ
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
両
者
の
近
さ
を
示
し
て
い
る
、
 
 

と
言
え
よ
う
。
そ
の
例
を
、
二
■
三
、
検
討
し
て
お
く
。
 
 

同
 
（
鎌
倉
右
大
臣
二
一
九
八
番
）
 
 
 

（
梅
薫
風
・
二
九
二
番
詞
書
）
 
 

二
九
九
 
さ
り
と
も
思
ひ
し
程
に
梅
の
花
の
 
観
矧
ま
て
若
か
き
ま
さ
ぬ
 
 

こ
こ
に
引
い
た
詞
書
「
梅
薫
風
」
は
、
二
九
二
番
の
詞
書
で
あ
る
。
こ
の
後
に
詞
書
が
示
さ
れ
な
い
た
め
に
、
便
宜
的
に
こ
の
詞
書
 
 

を
示
し
た
が
、
実
は
、
こ
の
詞
書
は
こ
の
二
九
九
番
の
歌
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。
「
梅
花
」
題
と
把
え
て
お
い
た
方
が
よ
い
。
 
 

そ
の
第
四
句
「
散
捨
ま
で
」
は
、
『
金
塊
集
』
諸
本
の
中
で
青
山
本
も
「
ち
り
す
つ
る
ま
て
」
と
す
る
が
、
承
け
ら
れ
な
い
。
「
梅
 
 

一
〇
四
三
 
ほ
と
と
ぎ
す
い
つ
か
と
ま
ち
し
あ
や
め
早
け
ふ
は
い
か
な
る
ね
に
か
な
く
べ
き
 
（
新
古
今
・
公
任
）
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一
〇
六
二
 
あ
や
め
草
ね
に
あ
ら
は
る
る
け
ふ
こ
そ
は
い
つ
か
と
ま
ち
し
か
ひ
も
あ
り
け
れ
 
（
新
勅
撰
・
東
三
条
院
）
 
 

V
彬
爪
 
 

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
『
後
葉
菜
』
 
や
青
山
本
の
ご
と
く
「
立
ち
し
」
 
と
す
る
本
文
で
あ
る
の
な
ら
、
こ
こ
は
「
い
つ
し
か
」
と
 
 

あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
歌
の
場
合
、
第
五
句
に
「
秋
も
来
に
け
り
」
と
あ
る
。
「
い
つ
し
か
立
ち
し
」
 
で
は
、
そ
 
 

の
 
「
秋
も
き
に
け
り
」
と
い
う
詠
嘆
と
厳
酷
を
生
じ
る
わ
け
で
、
採
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
『
復
業
集
』
 
は
青
山
本
で
生
じ
た
そ
 
 

の
よ
う
な
誤
謬
と
も
取
れ
る
本
文
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

岡
（
鎌
倉
右
大
臣
・
一
九
七
九
番
）
 
 

水
辺
月
 
 

一
九
八
一
わ
く
ら
は
に
行
て
も
み
し
か
さ
め
か
井
の
 
ぶ
別
封
清
水
に
や
と
る
月
か
け
 
 

と
い
う
『
後
葉
集
』
の
第
四
句
「
ぶ
呵
引
清
水
」
は
、
『
金
塊
集
』
の
殆
ど
の
伝
本
で
は
「
＝
禦
列
引
清
水
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
夫
木
 
 

抄
』
も
「
‥
可
動
割
」
で
あ
る
。
青
山
本
と
真
淵
評
語
本
の
玉
里
本
と
は
「
刃
射
劃
し
水
」
、
定
家
本
系
統
の
内
甲
本
は
「
ふ
u
封
清
 
 

水
」
と
す
る
。
近
江
の
「
醒
ヶ
井
」
は
、
歌
に
あ
ま
り
詠
ま
れ
ず
、
「
古
き
」
「
深
き
」
の
い
ず
れ
が
妥
当
か
、
判
然
と
し
な
い
が
（
内
 
 

甲
の
「
ふ
し
き
」
 
は
意
味
不
明
。
誤
写
で
あ
ろ
う
）
、
定
家
本
系
統
そ
の
他
の
 
「
ふ
る
き
」
 
の
 
「
る
」
が
「
可
」
 
と
誤
ら
れ
て
青
山
 
 

本
の
ご
と
き
「
ふ
か
き
」
 
と
い
う
本
文
が
成
立
し
、
そ
れ
を
 
『
後
葉
集
』
 
が
採
っ
て
入
集
さ
せ
た
、
と
い
う
筋
道
を
想
定
し
て
誤
り
 
 

あ
る
ま
い
。
 
 

以
上
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
『
後
葉
集
』
 
が
依
拠
し
た
本
文
は
 
『
金
塊
集
』
貞
享
本
系
統
の
中
の
青
山
本
の
ご
と
 
 

き
本
文
で
あ
る
。
但
し
、
「
青
山
本
の
ご
と
き
本
文
」
で
あ
っ
て
、
青
山
本
そ
の
も
の
が
、
『
後
薬
集
』
成
立
に
与
っ
た
の
で
は
な
い
。
 
 

な
ぜ
な
ら
、
『
後
葉
集
』
独
自
の
異
文
が
か
な
り
見
ら
れ
、
青
山
本
そ
の
ま
ま
の
本
文
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
よ
う
な
例
は
こ
 
 

れ
ま
で
の
検
討
中
に
も
あ
り
、
言
及
し
た
が
、
こ
こ
で
、
そ
の
例
を
二
二
二
、
詳
し
く
検
討
し
て
お
く
。
 
 

（
依
花
待
人
・
五
四
二
番
詞
書
）
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

と
い
う
『
後
葉
集
』
 
の
歌
の
第
四
句
「
雪
か
と
み
る
を
」
が
、
千
金
塊
集
』
諸
伝
本
で
は
「
ゆ
き
と
み
る
ま
で
」
と
な
っ
て
い
る
（
神
 
 
 

五
四
三
 
山
ふ
か
み
尋
て
き
つ
る
木
の
本
に
 
雪
か
と
み
る
を
花
そ
散
け
る
 
 

40  
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宮
本
は
こ
の
歌
を
欠
い
て
い
る
）
。
「
雪
か
と
み
る
を
」
 
は
こ
の
実
の
独
自
文
な
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
本
文
で
あ
っ
て
も
歌
意
は
通
 
 

じ
る
。
な
お
、
こ
の
歌
の
詞
書
を
、
定
家
本
系
統
と
類
従
本
系
統
は
「
花
雪
に
1
た
り
と
い
ふ
こ
と
を
」
と
し
、
貞
享
本
系
統
も
「
花
 
 

似
雪
」
と
す
る
。
『
後
葉
集
』
 
の
「
依
花
待
人
」
と
い
う
詞
書
は
、
直
前
の
五
四
三
番
の
詞
書
で
あ
っ
て
、
「
尋
ね
て
来
つ
る
」
と
す
 
 

る
こ
の
歌
と
は
関
わ
ら
な
い
。
さ
よ
う
な
点
で
、
こ
の
歌
に
詞
書
が
欠
け
る
の
も
、
『
後
葉
集
』
 
の
独
自
の
異
文
、
そ
れ
も
誤
謬
と
 
 

言
え
る
。
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 

（
樫
・
一
七
四
〇
番
詞
書
）
 
 

一
七
四
一
風
を
勾
引
草
の
は
に
を
く
つ
ゆ
よ
り
も
 
あ
た
な
る
物
は
朝
か
ほ
の
は
な
 
 
 

『
後
葉
集
』
の
初
句
「
風
を
引
針
」
は
、
以
下
の
本
文
と
文
脈
上
の
整
合
性
が
な
い
。
『
金
椀
集
』
諸
本
は
「
風
を
封
旬
」
と
す
 
 

る
。
そ
の
本
文
で
こ
そ
歌
意
が
通
る
。
こ
の
集
に
至
る
間
の
、
あ
る
い
は
こ
の
集
の
成
立
後
の
転
写
の
間
の
、
誤
謬
と
見
て
よ
い
。
 
 

鎌
倉
右
大
臣
 
 
 

寄
物
語
恋
 
 

二
九
八
八
 
別
に
し
昔
は
露
か
あ
さ
ち
原
 
あ
と
村
野
辺
に
秋
風
そ
吹
 
 
 

第
四
句
「
あ
と
矧
野
辺
に
」
を
、
『
金
塊
集
』
の
定
家
本
系
統
等
は
「
あ
と
剰
割
の
へ
に
」
と
し
、
貞
享
本
系
統
の
貞
享
・
玉
里
・
 
 

青
山
本
等
は
「
跡
剰
引
野
へ
に
」
と
す
る
。
「
あ
と
㈲
」
は
『
後
葉
集
ゝ
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
貞
享
版
本
を
底
本
と
す
る
大
系
本
 
 

の
補
注
に
「
跡
な
る
 
ー
 
古
跡
で
あ
る
、
の
意
。
も
し
定
家
本
等
の
如
く
『
あ
と
な
き
』
 
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
人
跡
も
な
き
』
、
す
な
 
 

わ
ち
人
も
た
ず
ね
来
ぬ
の
意
」
 
と
あ
る
と
お
り
だ
が
、
『
長
恨
歌
』
あ
る
い
は
 
『
唐
物
語
』
 
な
ど
に
載
る
楊
貴
妃
の
話
を
「
寄
物
語
 
 

恋
」
と
し
た
こ
の
歌
は
、
「
跡
剰
割
野
辺
に
秋
風
ぞ
吹
く
」
と
い
う
定
家
本
系
統
等
の
本
文
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
叫
引
」
が
 
 

貞
享
・
玉
里
・
青
山
本
等
の
ご
と
き
「
な
引
」
と
誤
ら
れ
、
そ
れ
が
更
に
、
『
後
葉
集
』
の
ご
と
き
「
軋
る
看
）
」
に
誤
ら
れ
た
の
 
 

で
あ
る
。
「
な
き
」
と
い
う
本
文
が
直
ち
に
、
「
あ
る
」
や
「
有
」
 
に
誤
ら
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
ろ
う
が
、
「
な
る
」
と
い
う
青
山
 
 

本
の
ご
と
き
異
文
を
経
て
「
あ
る
」
 
に
誤
ら
れ
る
こ
と
は
、
十
分
あ
り
う
る
。
こ
れ
も
、
現
存
谷
森
本
『
後
葉
集
』
 
に
至
る
間
に
生
 
 

じ
た
独
自
異
文
、
そ
れ
も
誤
謬
の
異
文
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
は
、
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
青
山
本
の
ご
と
き
本
文
に
拠
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
後
葉
集
』
 
の
 
 
4
1
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独
自
異
文
が
、
そ
れ
も
多
く
は
誤
謬
と
言
っ
て
よ
い
異
文
が
、
散
見
す
る
こ
と
か
ら
見
て
、
『
後
葉
集
』
は
青
山
本
そ
の
も
の
に
拠
っ
 
 

た
の
で
は
な
い
と
判
断
で
き
る
。
青
山
本
に
近
い
本
文
か
ら
更
に
本
文
変
化
を
生
じ
た
伝
本
に
拠
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
後
葉
 
 

集
』
 
の
異
文
の
中
に
は
、
こ
の
集
の
成
立
の
後
に
本
文
変
化
が
生
じ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

さ
よ
う
な
意
味
で
、
三
村
晃
功
氏
が
、
「
『
後
葉
菜
』
 
が
貞
享
四
年
版
本
自
身
に
依
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
 
 

は
、
『
後
葉
集
』
所
載
の
実
朝
の
歌
の
本
文
の
中
に
は
、
定
家
所
伝
本
の
措
辞
と
符
合
す
る
箇
所
も
指
摘
さ
れ
る
の
で
、
版
本
に
な
 
 

1
 
 

る
以
前
の
写
本
に
 
『
後
葉
集
』
 
は
依
拠
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
よ
う
」
 
と
言
わ
れ
た
の
は
、
胴
眼
で
あ
る
。
「
版
本
に
な
る
以
前
の
 
 

写
本
」
 
と
言
う
の
が
稿
者
の
言
う
「
青
山
本
の
ご
と
き
本
文
」
な
の
で
あ
り
、
「
定
家
所
伝
本
の
措
辞
ヒ
符
合
す
る
箇
所
」
が
、
そ
 
 

の
 
「
青
山
本
の
ご
と
き
本
文
」
 
に
お
い
て
見
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
 
 

本
節
の
検
討
を
通
じ
て
、
以
上
の
よ
う
な
 
『
後
葉
集
ゝ
所
載
実
朝
歌
の
入
菓
経
路
の
大
筋
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
『
金
塊
集
』
 
の
 
 

調
査
伝
本
が
少
な
く
、
大
筋
、
と
い
う
こ
と
で
と
ど
め
て
お
き
た
い
が
。
 
 

本
節
の
検
討
に
関
し
て
、
一
つ
補
足
し
て
お
く
べ
き
事
柄
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
節
に
お
い
て
、
何
度
か
、
「
森
本
を
除
く
」
ぁ
 
 

る
い
は
「
森
本
以
外
の
真
淵
評
語
本
諸
本
」
 
と
い
う
ふ
う
な
述
べ
方
を
し
た
点
に
関
し
て
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ま
で
、
「
森
本
を
除
く
」
ぁ
る
い
は
 
「
森
本
以
外
の
真
淵
評
議
本
諸
本
」
な
ど
と
断
っ
て
検
討
し
た
異
文
を
見
る
と
き
、
そ
 
 

の
森
本
つ
ま
り
大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
森
文
庫
本
の
本
文
は
、
定
家
本
系
統
や
類
従
本
系
統
の
方
の
本
文
と
同
じ
な
の
で
あ
 
 

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
森
本
の
本
文
を
貞
享
本
系
統
と
把
握
す
る
こ
と
が
間
違
い
で
あ
 
 

る
、
ノ
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
森
本
は
間
違
い
な
く
、
賀
茂
真
淵
評
語
本
で
あ
る
。
巻
頭
に
 
「
宝
暦
五
の
と
 
 

し
や
よ
ひ
に
加
茂
真
淵
し
る
す
」
と
い
う
識
語
を
持
つ
序
文
が
あ
る
。
そ
の
『
金
塊
集
』
の
本
文
も
、
他
の
真
淵
評
語
本
諸
本
同
様
、
 
 

概
ね
貞
享
本
系
統
本
文
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
歌
順
が
貞
享
版
本
や
他
の
真
淵
評
語
本
と
は
大
幅
に
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
に
、
 
 

所
載
歌
の
本
文
も
、
細
部
に
お
い
て
貞
芋
版
本
や
他
の
真
淵
評
語
本
と
の
間
に
小
異
が
あ
る
。
そ
の
小
異
が
、
定
家
本
系
統
や
類
従
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本
系
統
の
本
文
と
は
同
文
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
本
節
に
お
い
て
「
森
本
を
除
く
」
と
い
う
ふ
う
な
断
り
書
き
を
し
た
異
文
な
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
と
、
こ
の
森
本
は
類
従
本
に
よ
っ
て
本
文
を
校
訂
し
て
い
る
、
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
 
 

る
。
森
本
・
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
が
他
と
対
立
す
る
本
文
を
持
つ
と
い
う
例
は
数
多
い
が
、
そ
の
検
討
は
本
稿
の
課
題
と
は
 
 

離
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
省
略
し
、
さ
き
の
問
題
の
補
遺
と
し
て
、
森
本
と
顆
従
本
と
の
関
係
の
深
さ
を
示
す
例
を
一
二
一
検
討
し
 
 

て
お
く
。
森
本
が
真
淵
評
語
本
の
中
で
特
異
な
本
文
を
備
え
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
に
報
告
を
試
み
る
機
会
が
あ
ろ
う
。
 
 

（
寄
雨
恋
・
五
三
五
番
詞
書
）
 
 
 

五
三
六
 
ほ
と
ゝ
き
す
矧
剰
さ
月
の
卯
花
の
 
う
き
言
葉
の
し
け
き
比
哉
 
 

と
い
う
森
本
の
第
二
句
「
嘲
刊
さ
月
の
」
は
、
類
従
本
系
統
三
九
一
番
）
 
の
み
が
森
本
と
同
じ
で
、
定
家
本
系
統
諸
本
（
四
〇
〇
 
 

番
）
も
貞
享
本
系
統
諸
本
（
五
二
九
番
）
も
「
劃
さ
月
の
」
と
す
る
。
「
郭
公
鳴
く
や
五
月
」
は
、
藤
原
定
家
が
『
近
代
秀
歌
』
 
 

や
『
詠
歌
之
大
概
』
に
お
い
て
「
い
く
た
び
も
こ
れ
を
よ
ま
で
は
歌
い
で
く
ぺ
か
ら
ず
」
と
述
べ
た
程
の
語
句
で
あ
り
、
類
従
本
系
 
 

統
は
無
意
識
の
裡
に
「
鳴
く
や
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
森
本
は
、
そ
の
類
従
本
系
統
の
本
文
と
同
じ
「
鳴
く
や
」
な
の
で
あ
る
。
 
 

森
本
も
無
意
識
裡
に
誤
っ
た
も
の
で
両
者
は
無
関
係
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
可
能
で
あ
る
が
、
類
従
本
と
に
の
み
見
ら
れ
る
共
通
異
 
 

文
の
多
さ
か
ら
、
や
は
り
こ
の
両
者
は
繋
が
り
が
あ
る
と
見
る
。
な
お
、
こ
の
歌
は
、
『
後
葉
集
』
に
「
剰
割
五
月
の
」
歌
形
で
 
 

入
集
し
て
い
る
 
（
二
九
三
八
番
）
。
 
 

屏
風
に
加
加
茂
へ
詣
て
た
る
と
こ
ろ
 
 
 
（
下
ノ
 
「
加
」
ヲ
見
ゃ
消
チ
ト
ス
）
 
 
 

六
二
六
 
立
よ
れ
は
衣
手
涼
し
み
た
ら
し
や
 
影
み
る
岸
の
引
サ
の
河
波
 
 

と
い
う
の
が
森
本
の
本
文
で
あ
る
が
、
『
金
塊
集
』
 
の
定
家
本
系
統
諸
本
（
五
四
二
番
）
も
貞
享
本
系
統
諸
本
（
六
二
六
番
）
も
、
 
 

第
五
句
を
「
副
引
（
劃
）
 
の
か
は
な
み
」
と
す
る
。
し
か
る
に
、
類
従
本
系
統
の
み
「
矧
の
川
渡
」
（
五
三
三
番
）
と
す
る
の
で
あ
 
 

る
。
真
淵
評
語
本
で
あ
る
上
田
本
が
「
春
」
の
右
に
「
黍
」
と
注
記
す
る
の
は
、
類
従
本
に
拠
っ
て
い
よ
う
。
こ
の
歌
は
、
「
矧
の
 
 

川
渡
」
で
は
歌
意
が
不
分
明
で
あ
り
、
「
酎
の
川
波
」
と
あ
っ
て
こ
そ
歌
意
が
通
じ
る
。
「
春
」
を
似
た
漢
字
の
「
黍
」
と
誤
っ
た
こ
 
昭
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と
が
異
文
の
原
因
で
あ
ろ
う
。
森
本
は
、
そ
の
誤
っ
た
類
従
本
系
統
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
歌
も
『
後
葉
 
 

集
』
に
入
る
が
三
二
六
九
番
）
、
「
刷
引
の
川
な
み
」
と
い
う
本
文
で
あ
る
。
 
 
 

か
よ
う
な
具
合
に
、
森
本
は
類
従
本
系
統
に
拠
っ
て
本
文
を
校
訂
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
森
本
に
は
、
「
ぬ
タ
ン
」
 
（
一
 
 

一
六
番
）
・
「
年
は
あ
り
し
か
と
ク
ン
」
（
一
三
一
番
）
・
「
を
ク
ン
」
（
二
三
九
番
）
と
い
っ
た
具
合
に
、
「
タ
ン
」
即
ち
「
群
書
類
従
」
 
 

を
示
す
略
号
を
添
え
て
、
『
群
書
顆
従
』
 
に
拠
る
校
合
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
本
文
は
、
類
従
本
系
統
に
拠
る
本
文
校
訂
 
 

を
せ
ず
、
校
合
を
行
間
に
示
す
に
と
ど
め
た
例
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

本
節
の
検
討
に
お
い
て
「
森
本
を
除
く
」
「
森
本
以
外
の
真
淵
評
語
本
」
な
ど
と
断
っ
た
理
由
も
、
森
本
に
お
け
る
例
外
が
稿
者
 
 

の
結
論
を
揺
る
が
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
、
ほ
ぼ
示
し
得
た
と
思
う
。
 
 

『
後
葉
集
』
 
所
載
実
朝
歌
は
、
『
金
椀
集
』
 
の
本
文
流
伝
の
中
の
、
篠
山
鳳
鳴
高
校
蔵
青
山
文
庫
本
の
本
文
に
近
い
本
文
に
拠
っ
 
 

て
、
こ
の
集
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

煩
雑
に
わ
た
っ
た
本
稿
を
整
理
し
、
『
後
葉
集
』
 
の
本
文
と
 
『
金
塊
集
』
諸
本
の
本
文
と
の
関
係
の
ま
と
め
を
し
、
『
金
塊
集
』
諸
 
 

系
統
・
諸
伝
本
の
本
文
の
流
伝
に
つ
い
て
、
私
見
を
提
示
し
て
み
る
。
 
 

谷
森
本
『
後
葉
集
』
 
に
入
集
し
て
い
る
実
朝
歌
は
、
そ
の
歌
、
そ
の
歌
数
、
そ
の
部
類
配
置
、
そ
の
配
列
順
か
ら
見
て
、
先
覚
が
 
 

説
か
れ
る
通
り
、
『
金
塊
集
』
貞
享
本
系
統
に
依
拠
し
て
い
る
と
判
断
し
て
よ
い
。
 
 
 

そ
の
 
『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
は
、
本
文
異
同
の
検
討
か
ら
も
、
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
定
家
 
 

本
系
統
や
類
従
本
系
統
の
本
文
は
与
っ
て
い
な
い
。
 
 
 

貞
享
本
系
統
の
中
で
は
、
貞
享
版
本
や
そ
れ
を
底
本
と
す
る
真
淵
評
語
本
諸
本
は
、
『
後
葉
集
』
の
本
文
と
か
な
り
相
違
が
あ
る
。
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『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
は
、
貞
享
本
系
統
の
高
松
宮
家
旧
蔵
本
・
神
宮
文
庫
蔵
本
・
篠
山
鳳
嶋
高
校
蔵
青
山
文
庫
本
・
宮
内
庁
書
 
 

陵
部
蔵
本
・
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
等
の
グ
ル
ー
プ
の
本
文
に
近
い
。
 
 
 

中
で
も
、
『
後
葉
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
は
、
篠
山
鳳
鳴
高
校
蔵
青
山
文
庫
の
本
文
に
極
め
て
近
い
。
『
後
葉
集
』
 
に
は
、
青
山
 
 

本
と
の
み
の
共
通
異
文
も
散
見
す
る
。
 
 
 

尤
も
、
『
後
葉
集
』
独
自
の
異
文
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
青
山
本
そ
の
ま
ま
の
本
文
で
は
な
い
。
こ
の
集
の
成
立
後
の
転
写
の
間
 
 

の
本
文
変
化
も
、
現
存
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
『
後
葉
集
』
 
は
、
青
山
本
そ
の
も
の
に
拠
っ
た
の
で
は
な
く
、
青
山
本
に
近
い
 
 

本
文
を
持
つ
貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
の
伝
本
に
拠
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
で
き
た
、
管
見
に
入
っ
た
『
金
塊
集
』
諸
伝
本
の
本
文
と
『
復
業
集
』
の
関
係
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
 
 

因
み
に
、
本
稿
第
二
節
に
「
歌
番
号
対
照
表
」
を
掲
げ
た
際
に
他
の
歌
集
へ
の
入
葉
状
況
を
注
記
し
、
第
三
節
の
検
討
に
お
い
て
勅
 
 

撰
集
や
私
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
歌
形
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
『
後
葉
集
』
 
は
、
そ
れ
ら
他
の
歌
集
に
載
る
実
朝
歌
の
本
文
と
の
 
 

関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
流
伝
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。
 
 
 

『
金
塊
集
』
諸
本
が
定
家
本
系
統
・
類
従
本
系
統
・
貞
享
本
系
統
の
三
系
統
に
大
別
で
き
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
先
覚
に
御
検
討
 
 

が
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
、
そ
の
諸
伝
本
の
本
文
の
差
異
に
よ
っ
て
、
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
 
 

ら
れ
る
。
定
家
本
系
統
の
諸
本
間
の
本
文
異
同
か
ら
す
る
伝
本
系
列
の
細
分
に
つ
い
て
は
本
稿
で
殆
ど
触
れ
ず
に
お
い
た
の
で
、
こ
 
 

こ
で
も
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
。
た
だ
、
『
後
葉
菜
』
 
二
七
九
九
番
の
検
討
の
際
に
、
内
閣
文
庫
蔵
甲
本
・
彰
考
館
文
 
 

庫
蔵
（
巳
一
四
）
本
・
島
原
松
平
文
庫
本
三
本
が
定
家
所
伝
本
・
函
館
図
書
館
本
二
本
に
対
立
す
る
異
文
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
 
 

と
お
り
、
管
見
に
入
っ
た
諸
本
は
、
大
別
こ
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
類
従
本
系
統
は
、
調
査
伝
本
が
少
な
く
、
こ
れ
は
細
 
 

分
に
関
す
る
発
言
を
差
し
控
え
る
。
両
系
統
の
諸
伝
本
の
本
文
の
差
異
を
証
拠
と
し
て
行
う
分
類
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
報
告
す
る
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所
存
で
あ
る
。
 
 
 

貞
享
本
系
統
は
、
定
家
本
系
統
と
は
そ
の
部
類
や
歌
の
配
列
が
異
な
り
各
々
の
歌
の
本
文
も
相
違
す
る
が
、
中
で
、
高
松
宮
家
旧
 
 

蔵
本
・
神
宮
文
庫
蔵
本
・
篠
山
鳳
鳴
高
校
蔵
青
山
文
庫
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
・
内
閣
文
庫
蔵
乙
本
の
グ
ル
ー
プ
は
、
歌
の
本
文
 
 

が
、
貞
享
版
本
に
比
し
て
、
定
家
本
系
統
に
近
い
、
但
し
、
そ
の
中
で
、
篠
山
鳳
鳴
高
校
蔵
青
山
文
庫
本
が
貞
享
版
本
の
本
文
に
接
 
 

近
し
て
い
る
。
ま
た
、
真
淵
評
語
本
は
貞
享
版
本
を
底
本
に
し
て
お
り
、
そ
の
本
文
は
貞
享
版
本
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
。
尤
も
、
そ
 
 

の
真
淵
評
語
本
の
内
の
森
本
は
、
類
従
本
系
統
に
よ
る
校
訂
が
さ
れ
て
お
り
、
定
家
本
系
統
や
類
従
本
系
統
の
本
文
に
近
い
と
こ
ろ
 
 

が
あ
る
。
そ
れ
ら
貞
享
版
本
と
真
淵
評
語
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
別
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 
 
 

要
す
る
に
、
貞
享
本
系
統
は
、
そ
の
本
文
の
差
異
に
拠
っ
て
、
高
松
本
・
神
宮
本
・
青
山
本
・
書
陵
本
・
内
閣
乙
本
の
グ
ル
ー
プ
 
 

と
貞
享
版
本
と
真
淵
評
語
諸
本
の
都
合
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
細
分
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
順
に
、
そ
の
本
文
が
定
家
本
 
 

系
統
の
本
文
か
ら
徐
々
に
離
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
、
歌
の
出
入
り
や
配
列
順
の
相
違
に
よ
っ
て
も
確
認
で
 
 

き
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。
 
 
 

な
お
、
類
従
本
系
統
が
基
本
的
に
定
家
本
系
統
本
文
を
襲
っ
て
い
る
こ
と
は
先
覚
の
御
検
討
の
通
り
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
け
る
 
 

本
文
の
吟
味
の
途
次
に
幾
つ
か
指
摘
で
き
た
よ
う
に
、
細
部
に
お
い
て
類
従
本
系
統
と
貞
享
本
系
統
と
が
共
通
し
て
定
家
本
系
統
と
 
 

対
立
す
る
異
文
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
無
い
で
も
な
い
。
両
系
統
の
本
文
の
関
係
も
、
細
部
に
及
ぶ
吟
味
を
要
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、
 
 

詳
説
し
な
い
。
 
 

以
上
を
 
『
金
椀
集
』
 
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
諸
系
統
・
諸
伝
本
の
本
文
の
流
伝
は
、
管
見
に
入
っ
た
範
囲
で
は
、
以
下
の
通
り
 
 

で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
本
文
流
伝
の
関
係
で
、
書
写
の
関
係
で
は
な
い
。
 
 

46   
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－
・
＝
 
 
 

貞
享
本
系
統
『
金
塊
集
』
 
は
、
定
家
本
系
統
の
部
類
や
歌
の
配
列
を
大
幅
に
改
め
て
、
本
文
が
形
成
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
が
、
そ
 
 

の
貞
享
本
系
統
の
初
期
の
本
文
は
、
歌
は
細
部
に
お
い
て
貞
享
版
本
よ
り
も
定
家
本
系
統
に
近
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
青
 
 

山
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
本
文
変
化
が
生
じ
、
貞
享
版
本
に
近
い
本
文
と
な
っ
た
。
そ
の
青
山
本
の
ご
と
き
本
文
に
拠
っ
て
成
っ
た
 
 

本
文
が
、
貞
享
四
年
に
版
行
さ
れ
た
。
賀
茂
真
淵
は
、
そ
の
版
行
本
文
に
検
討
を
加
え
、
校
訂
し
、
評
語
を
添
え
た
。
こ
れ
が
、
貞
 
 

享
四
年
版
本
『
金
椀
集
』
 
の
形
成
の
経
過
で
あ
り
、
そ
の
本
文
の
変
化
の
方
向
で
あ
る
。
－
貞
享
本
系
統
に
は
、
今
一
つ
、
貞
享
 
 

（
払
）
 
 

版
本
を
書
写
し
た
諸
本
が
伝
わ
り
、
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
精
査
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
検
討
を
加
え
、
改
め
 
 

て
報
告
を
試
み
る
 
。
 
 
 

『
復
業
集
』
 
は
、
か
よ
う
な
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
の
流
れ
の
中
の
、
青
山
本
に
近
似
す
る
本
文
に
拠
っ
て
、
実
朝
歌
を
採
っ
た
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

貞  類   
子  
本  本   

系  
系   
統  

神 内 書高   
宮 乙 陵松  

日 山      ■  
貞  
子  本   
版  及  
本   印  

本  
所  
載  
整  

淵  評  

本  
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貞
享
版
本
『
金
塊
葉
』
そ
の
も
の
の
版
行
は
貞
享
四
年
で
問
題
は
な
い
が
、
貞
享
本
系
統
の
原
初
の
本
文
、
本
文
変
化
を
生
じ
た
 
 
鳩
 
 

後
の
貞
享
版
本
に
近
付
い
た
青
山
本
の
ご
と
き
本
文
、
版
行
さ
れ
る
元
に
な
っ
た
本
文
、
そ
れ
ら
の
形
成
は
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
 
 

か
。
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
と
い
う
他
な
い
。
た
だ
、
『
後
葉
集
』
 
二
八
三
番
歌
の
検
討
の
際
に
問
題
に
し
た
、
青
山
本
か
ら
見
ら
れ
 
 

る
「
こ
ほ
る
・
凍
る
・
凍
れ
る
」
と
「
こ
ぼ
れ
る
・
零
れ
る
」
 
と
の
混
乱
を
知
る
と
、
青
山
本
の
ご
と
き
本
文
の
形
成
は
近
世
に
下
 
 

（
2
）
 
 

が
る
可
能
性
が
あ
る
。
尤
も
、
『
後
葉
集
』
谷
森
本
の
書
写
は
「
江
戸
中
期
」
で
あ
り
、
青
山
本
も
近
世
の
写
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
 
 

は
今
見
る
両
本
そ
の
も
の
の
書
写
時
の
誤
謬
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
。
 
 

『
金
塊
集
』
 
の
調
査
伝
本
が
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
従
っ
て
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、
本
稿
の
把
握
に
修
正
を
試
み
る
所
存
で
あ
 
 

る
が
、
以
上
の
結
論
を
大
き
く
逸
脱
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
思
う
さ
例
え
ば
、
本
稿
執
筆
と
並
行
し
て
現
在
調
査
吟
味
中
の
伊
 
 

達
文
庫
蔵
の
一
本
の
本
文
は
、
高
松
・
神
宮
・
書
陵
・
青
山
・
内
乙
の
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
で
あ
る
。
特
に
青
山
本
に
近
い
1
㌧
 
そ
 
 

（
1
5
）
 
 

れ
に
つ
け
て
も
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
 
が
貞
享
本
系
統
の
本
文
を
校
訂
す
る
に
あ
た
り
、
従
来
の
よ
う
に
は
貞
享
四
年
版
本
を
底
本
 
 

に
用
い
ず
、
高
松
宮
家
旧
蔵
本
を
底
本
と
し
、
「
底
本
の
誤
写
・
欠
脱
と
覚
し
い
箇
所
に
、
他
の
写
本
を
 
（
坂
本
に
優
先
さ
せ
て
）
 
 

参
酌
し
な
が
ら
最
小
限
の
校
訂
を
施
し
た
」
と
さ
れ
た
の
は
、
見
識
で
あ
る
。
 
 

以
上
の
よ
う
な
、
貞
享
本
系
統
『
金
視
集
』
 
の
本
文
流
伝
は
、
『
金
塊
集
』
諸
本
の
本
文
の
吟
味
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
筋
 
 

合
い
の
も
の
で
あ
っ
て
、
『
後
葉
菜
』
所
載
実
朝
歌
の
検
討
か
ら
行
な
う
事
柄
で
は
な
い
、
と
い
う
御
批
判
が
あ
ろ
う
。
そ
の
御
批
 
 

判
は
甘
ん
じ
て
受
け
る
覚
悟
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
け
る
本
文
の
吟
味
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
で
き
た
よ
う
に
、
『
後
葉
集
』
 
 

所
載
実
朝
歌
の
本
文
は
、
貞
享
本
系
統
の
中
の
定
家
本
系
統
や
類
従
本
系
統
に
近
い
本
文
を
備
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
貞
享
版
本
の
 
 

本
文
と
の
間
の
過
渡
的
本
文
と
言
っ
て
よ
い
、
青
山
文
庫
本
の
本
文
に
近
似
し
て
い
る
。
先
覚
が
室
町
時
代
初
期
あ
る
い
は
前
期
の
 
 

成
立
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
 
『
後
葉
集
』
 
の
本
文
の
存
在
は
、
『
金
塊
集
』
 
の
本
文
流
伝
に
お
け
る
青
山
本
の
ご
と
き
本
文
の
位
置
 
 

が
貞
享
版
本
の
後
で
は
な
い
、
つ
ま
り
、
青
山
本
の
ご
と
き
本
文
が
貞
享
版
本
の
転
写
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
保
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す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
さ
よ
う
な
意
味
で
、
『
後
葉
集
』
 
の
本
文
を
吟
味
す
る
こ
と
を
通
じ
て
『
金
椀
集
』
 
の
本
文
の
流
 
 

伝
の
問
題
に
迫
ろ
う
と
し
た
本
稿
の
方
向
は
、
誤
っ
て
は
い
ま
い
。
 
 
 

『
金
塊
集
』
 
の
諸
伝
本
の
吟
味
を
通
じ
て
す
る
本
文
の
形
成
と
流
伝
の
在
り
よ
う
に
関
す
る
私
見
は
、
今
後
調
査
伝
本
を
広
げ
て
 
 

検
討
し
、
改
め
て
報
告
す
る
所
存
で
あ
る
。
 
 

〔
注
〕
 
 

1
、
藤
原
為
経
（
寂
超
）
 
が
『
詞
花
和
歌
集
』
批
判
の
意
味
で
撰
し
た
『
復
業
和
歌
集
』
と
は
同
名
別
書
の
私
撰
集
で
あ
る
。
 
 

2
、
『
図
書
寮
叢
刊
 
復
業
和
歌
集
．
コ
 
（
宮
内
庁
書
陵
部
編
。
鰐
和
五
一
年
三
月
刊
）
 
 

3
、
『
和
歌
大
辞
典
』
 
（
犬
養
廉
氏
等
編
。
昭
和
六
一
年
三
月
刊
）
 
 

三
村
晃
功
氏
「
『
後
葉
和
歌
集
．
こ
別
本
）
の
成
立
」
（
「
国
語
国
文
」
昭
和
五
六
年
九
月
。
本
稿
で
の
引
用
は
『
中
世
類
題
集
の
研
究
」
二
平
 
 

成
六
年
山
月
刊
｝
 
の
再
録
に
拠
る
）
 
 

『
金
棟
集
ゝ
の
伝
本
は
、
写
本
の
み
で
も
、
「
国
書
総
日
録
』
に
二
八
本
、
【
由
文
字
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
』
に
他
の
七
本
、
 
 

『
瀬
戸
内
国
文
写
本
文
献
目
録
』
 
に
一
本
、
と
い
う
よ
う
に
、
各
地
に
数
多
い
。
斉
藤
茂
吉
氏
著
 
『
源
実
朝
』
 
（
昭
和
一
八
年
一
一
月
刊
）
 
 

に
も
、
他
の
写
本
が
数
多
く
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 

『
金
塊
集
』
 
の
公
刊
本
文
の
歌
番
号
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
私
家
集
編
』
所
収
以
外
は
、
各
系
統
各
々
に
揺
れ
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
定
 
 

家
本
系
統
と
貞
享
本
系
統
は
「
私
家
集
大
成
 
中
世
Ⅰ
』
所
収
に
拠
る
。
類
従
本
系
統
は
、
私
に
振
っ
た
番
号
に
拠
る
。
 
 

鑑
賞
日
本
の
古
典
『
新
古
今
和
歌
集
 
山
家
集
 
金
塊
和
歌
集
』
 
（
昭
和
五
五
年
一
〇
月
刊
）
 
の
「
金
椀
和
歌
集
」
 
の
「
解
題
㌔
 
 

口
本
古
典
文
学
大
系
千
金
挽
和
歌
集
』
 
（
小
島
吉
雄
氏
校
注
。
昭
和
三
六
年
四
月
刊
）
 
 

『
夫
木
抄
』
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
第
二
巻
 
私
撰
集
編
』
所
収
（
底
本
、
静
嘉
重
文
庫
蔵
本
）
 
に
拠
る
。
 
 

日
本
古
典
全
書
『
金
塊
和
歌
集
』
 
（
斉
藤
茂
吉
氏
校
註
。
昭
和
二
五
年
五
月
刊
）
 
 

新
潮
百
本
古
典
集
成
『
金
塊
和
歌
集
』
 
（
樋
口
芳
麻
呂
氏
校
注
。
昭
和
五
六
年
六
月
刊
）
 
 

『
続
後
撰
集
』
 
『
新
古
今
集
』
 
『
新
勅
撰
集
』
等
勅
撰
集
の
引
用
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
 
第
一
巻
 
勅
撰
集
編
』
所
収
に
拠
る
。
 
 

⊂
．
秋
風
集
．
コ
 
は
、
古
典
文
庫
『
秋
風
和
歌
集
r
ヒ
 
（
底
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
）
 
に
拠
る
。
 
 

例
え
ば
、
『
国
書
総
目
録
』
 
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
伊
達
文
庫
本
な
ど
。
 
 

「
新
編
国
歌
大
観
 
第
四
巻
 
私
家
集
編
Ⅲ
』
 
の
「
金
塊
和
歌
集
（
実
朝
）
」
 
の
本
文
お
よ
ぴ
そ
の
「
解
題
」
 
（
川
平
ひ
と
し
氏
担
当
。
昭
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和
六
一
年
五
月
刊
）
。
 
 

〔
付
言
〕
 
 
 

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
御
収
蔵
書
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
諸
図
書
館
や
文
庫
、
及
び
、
写
真
閲
覧
と
紙
焼
写
真
等
交
付
に
御
 
 

高
配
を
い
た
だ
い
た
国
文
学
研
究
資
料
館
に
、
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
 
 
 

な
お
、
本
稿
は
、
筑
波
大
字
大
学
院
教
育
研
究
科
修
士
課
程
国
語
コ
ー
ス
に
お
け
る
平
成
六
年
度
稿
者
担
当
の
済
習
「
日
本
文
学
研
究
」
の
 
 

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
あ
ら
ま
し
は
、
筑
波
大
学
日
本
文
学
会
平
成
六
年
十
二
月
例
会
に
お
い
て
、
本
稿
と
同
題
で
口
頭
発
表
 
 

し
た
。
演
習
の
受
講
生
諸
君
や
例
会
の
参
会
者
諸
氏
か
ら
、
質
問
等
の
形
で
、
種
々
の
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
 
 
 




